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開議 午前 ９時００分 

 

◎開  議 

○議長（板谷 信君） これより本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

  なお、説明員は３月２日の日と同様ですので、御了承ください。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（板谷 信君） 諸般の報告を行います。 

  ３月７日に第２常任委員会を開催し、正副委員長の互選を行いました。 

  委員長に中野暉君、副委員長に髙畑雅一君が選任されましたので、御報告いたします。 

  ３月９日午後１時からと３月13日午前９時10分から第１常任委員会を開催し、介護保険条

例改正案についてと総合計画基本構想の変更及び後期基本計画の策定について熱心に御審議

していただきました。また、３月５日、６日、７日、８日、９日の５日間、平成24年度予算

審議のため予算特別委員会を開催し、終日熱心に御審議をいただきました。 

  なお、12日には平成24年度事業実施予定箇所の現場視察も行っていただきました。ありが

とうございました。 

  次に、３月２日の議事日程第１号と議長の発言について、訂正をいたします。 

  内容は、日程第３、議案第２号の「基本構想の見直しを」を「基本構想の変更」に改めま

す。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎日程第１ 一般質問 

○議長（板谷 信君） 日程第１、一般質問を行います。 

  通告制により、通告された質問者は、中野暉君、鈴木多津枝君、中田隆幸君、髙畑雅一君、

森照信君であります。順番に発言を許します。 

  再質問については、議会運営の申し合わせにより一問一答方式とします。 

  なお、許された質問時間は30分ですので、的確に質問、答弁するようにお願いします。 

  １番、中野暉君、発言を許します。 

○１番（中野 暉君） おはようございます。１番、中野でございます。通告に従いまして質
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問をさせていただきます。 

  台風12号の被害により孤立した富沢地区、今後の対策についてお伺いをいたします。 

  現在、富沢地区の生活道路は、大井川にかかる工事用道路でございます。時間規制はある

ものの、シルバー人材センターに管理を委託し、不自由はあるわけでありますが、まずまず

の対応がなされているものと思っておりました。それでも大井川が増水になれば大井川の仮

設道は通行どめになり、仮橋は何度か水に流されたことも事実でございます。そのときの対

応も、雨が降れば増水を予想し、ダムの放流情報を入手し、朝早くから地元の方々と連絡を

やりとりし、車を対岸へ移動手配をした実績に職員を褒めてやりたく思いました。さらに、

すぐやる課があるかのように、水が引けば早速通行復帰対応をしていただいたことは、副町

長を筆頭に担当職員の対応は大変感謝をいたしております。また、町営住宅の無償あっせん、

家電製品の対応等々、また高齢者の健康管理の保健師さんの訪問など、多くの支援対策をし

ていただきました。富沢の方々も、役場の対応、そして工事請負業者の対応等については大

変感謝をしております。 

  ところが、３月10日、突然の仮設道撤去の説明が富沢地区の方々にされ、大変驚きました。

翌３月12日、富沢地区より文書にて要望書を役場に届けられたところでございます。それを

受け、町長がじかに島田土木事務所へ交渉に行ったわけでありますが、その回答が13日の夕

方、その日でありますけれども、富沢地区へ文書にて届けられたことによりまして、富沢地

区の方々が大変がっかりというよりも大変驚き、どうにかならないかということで、いろん

な形で対応をしていただいたことが事実でございます。 

  次の日、地区役員３名が島田土木事務所長と面談し、３月19日まで使用延期許可を約束し

たことが今までの経緯でございます。大変な経緯だったなと、こんなふうに考えます。もち

ろん、議員の我々もいろいろな角度から仮設道の使用延期対策を図ってきましたけれども、

河川法に対しいかんともしがたい状況であったのは事実でございます。 

  したがいまして、３月20日から崩落現場へ車が通行可能になるまでの対応、さらに富沢地

区の今後の対策を伺います。 

  次に、青部吊橋の撤去についてでございますが、青部吊橋は昭和９年に設置され、長年青

部地区住民の生活道路と位置づけをされてきておりました。また近年は、健康増進とか、

人々の散歩コースとかハイキングコースとしても意義あるものとなっているのも事実でござ

います。さらに、青部バイパス建設に伴い青部を挙げてワークショップに取り組み、ハイキ

ングの目玉に吊り橋を挙げていること、資料の中には吊り橋にイルミネーションなどという

のも見受けられました。協賛、そして指導者の中には町役場職員、土木事務所職員も名を連

ねておりました。確かに、従前においての吊り橋利用は、当時は100人を超す職員が行き来

をしていたようでありますけれども、現在はほとんど利用がなされていないことは理解をい

たします。 

  みんなでバイパス建設に伴い盛り上げたことも事実でありまして、河川法を盾に突然撤去
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ということは住民には納得できないことであります。これらのことを踏まえ、何とか吊り橋

の継続対応ができないか、お伺いをいたします。 

  以上２点について、よろしくお願いをいたします。 

○議長（板谷 信君） ただいまの中野君の質問に対し、町長の答弁を求めます。佐藤町長。 

○町長（佐藤公敏君） それでは、中野議員の御質問にお答えいたします。 

  林道崩落に伴い孤立した富沢地区の今後の対策についてという、まず御質問でございます。 

  まず 初に、大井川にかかる仮設橋についてお答えいたします。 

  大井川にかかる仮設橋は、大井川の護岸工事のための仮設道路として静岡県が設置したも

ので、川根本町が河川占用の許可を受け、護岸工事が終了するまでの間の期限つきで使用さ

せていただいてきたものでありますが、工事が終了したため、使用できるのは15日限りとな

っておりました。しかし、地元の皆様の強い要望もあって19日まで延長されることになりま

した。 

  これから雨の多い時期を迎え、大井川の増水が予想されることから、通行する車両や身の

安全の確保ができないおそれがあるため、大井川河川敷内への生活道路の仮設は認められな

いという状況でございます。富沢地区の皆様には、当分の間御不便をおかけしますが、御理

解をお願い申し上げるものであります。 

  次に、道路崩落現場の早期復旧工事についてお答えします。 

  現在、復旧工事は順調に進んでおり、当初７月末の完成を目指しておりましたが、作業工

程の見直し等を行い、６月末には完成する見込みでございます。現在、現場には歩行者用の

仮設道路を設置してありますが、一番茶開始までには車両が通行可能な仮設道路を設置した

いと思っております。 

  次に、迂回路の計画についてお答えします。 

  富沢地区への迂回路の建設につきましては、12月の定例議会におきまして測量設計委託費

の補正予算を承認していただきました。関係者から測量のための土地への立ち入り承諾書も

近になっていただくことができましたので、３月下旬には全体計画の調査測量業務委託を

発注したいと考えております。工事につきましては本年度から着手していきたいと考えてお

ります。事業期間は、予算の状況にもよりますが、３年間を予定しております。 

  ２番目の青部吊橋の撤去についての御質問であります。 

  青部吊橋は、昭和９年に国営の発電事業用として建設され、その後、中部電力株式会社に

移管され、以後、中部電力が維持管理してきた吊り橋です。平成20年になって、中部電力の

社内調査で河川法第24条の占用許可及び第26条第１項の工作物の新築許可の未申請が確認さ

れたため、平成21年から土木事務所と協議を行い、河川法の追認許可申請書を提出するよう

指導を受け、平成23年12月９日、河川法許可申請書を島田土木事務所に提出しました。 

  島田土木事務所では、受理した申請書類を審査する中で、計画高水位に対して吊り橋の設

置位置が低く、吊り橋の一部が計画高水位以下に設置されており基準に適合しないこと、ま
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た、平成23年７月の台風６号による出水の際、流木がワイヤーにかかっていることを確認し

ており、実際に流水阻害している施設に許可を与えることはできないと判断されました。こ

れにより、中部電力は島田土木事務所から、平成24年１月20日付で河川法の追認許可申請に

ついて、申請については許可しない、あわせて、吊り橋を撤去し原状回復するよう指示する

との処分を受け、中部電力は吊り橋を撤去することとしたのがこれまでの経過です。 

  このように、吊り橋の現状のままでの存続は難しい状況となっておりますが、町としまし

ては存続に向けた要望を今後も続けていきたいと考えております。 

  次に、青部地区のワークショップにつきましては、青部バイパス工事に関連し、県が主催

し実施したもので、平成22年から始まり合計10回開催され、平成23年１月に終了をいたしま

した。ワークショップ参加者には、青部バイパスを中心としたまちづくりについて熱心に調

査検討を行っていただきました。ワークショップの中で、青部の名物となる菓子の製造、販

売をしようとか、バイパス沿道や青部集落全体を花いっぱいにしていこうといったような提

案がありました。既に、ループ橋周辺の道路法面等の草刈りや樹木、花の植栽などの活動を

しているグループもございます。 

  今後、バイパス工事が進んでいき、バイパスの全体像がはっきりしてくれば、より具体的

な提案が出てくるものと思っております。そんな中で、町としてもできる限りの協力をして

いきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（板谷 信君） １番、中野君。 

○１番（中野 暉君） それでは、 初の富沢地区大井川にかかる仮設道について再質問をい

たします。 

  撤去日３月19日ということで、崎平の役員が４日延ばしてもらったわけでありますが、さ

らに延長交渉ができないか、お伺いをいたします。 

○議長（板谷 信君） 町長。 

○町長（佐藤公敏君） ３月も半ばを過ぎまして、これから雨期が近づいてまいります。それ

から現実的に長島ダムの水位も大変上がっておりまして、もうほとんど余裕がない状況、そ

れから寸又川が既にダムが満杯で、入ってくる雨量をそのまま流す状況、そういう状況にな

っております。それと長島ダムも、雨期を迎えるということで、通常ですと３月の末ごろか

ら少しずつ放流量を増やしていって、６月20日前後ですか、そのころに453まで下げていく

という状況が一つ控えております。 

  それから、基本的に河川に生活道を仮設橋として通行の生活の用に供するということは、

河川法といいますか基本的にできないという状況があるそうであります。今回、護岸工事が

一つあったということで、その工事の工事用道路、これを通常ですと２本橋で通すところで

ありますが、これを仮設の道として富沢地区の皆様方に使っていただけるよう特段の配慮が

あって進めてきたものでありますので、今回、工事が完了することに伴って、これは撤去せ
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ざるを得ないということで伺っております。 

  引き続き何とかというお願いすることについてはやぶさかではありませんが、極めて難し

いんではないかなというふうに思っております。 

○議長（板谷 信君） １番、中野君。 

○１番（中野 暉君） 我々も交渉し、またいろんな話を聞いて、そのことは本当に富沢地区

の皆様もわかってはいらっしゃるけれども、しかしながら、もう流れてしまってしようがな

いなということではなく、現にそこにまだ存在をしているわけでありまして、通れる状況で

あれば何とか増水、まあ、水が増える、長島ダムが徐々に放流をすれば恐らくこの川も存続

することは難しいんじゃないかなと思います。そのときまででも仮設道が通行可能になるま

で使用できないか、特段の配慮をお願いしたい、こんなふうに思います。このことについて、

再質問という形でお答えを願います。 

○議長（板谷 信君） 町長。 

○町長（佐藤公敏君） 富沢地区の皆様方の御不便というものを考えると、地域の皆様方の御

要望は十分に理解できるところであります。しかしながら、河川を管理する県の立場でいい

ますと、自然災害でなくて、今後万一のことがあったことを考えると、それは人災というこ

とになってくるわけであります。そういうこともございまして、そういう中で土木事務所長

が大変な努力をする中で今回の措置をしていただいたわけであります。そして、私が伺った

時点ではもう15日以降はどうにもならんというようなお話でございましたが、昨日ですか、

地域の皆様が地域の実情を訴えることによって19日まで延長になったという経過がございま

す。 

  そういう中で、今後、極めて難しい問題だとは思いますけれども、再度事務所長にお願い

に上がるということについてはやぶさかではありません。そういうことで御理解をお願いし

たいというふうに思います。 

○議長（板谷 信君） １番、中野君。 

○１番（中野 暉君） 本当にそのことを十分聞かされていて、いかんともしがたいなという

ふうな形で我々は思っておるわけでありますが、我々の本当に余り世の中を知らない考えの

中では、町の単独工事というか関連工事事業にあわせて工事用道路を考えることができない

か。例えば崩落現場から富沢までの水道工事、それにあわせて道路補修工事などが考えられ

ますけれども、この工事にあわせて仮設道というものを再設置願うことができないか、お願

いをいたします。 

○議長（板谷 信君） 建設課長。 

○建設課長（大石守廣君） ただいまの御質問ですけれども、大井川に仮設道をつくるという

のは、４月から９月の間、この雨期になりますと、たとえ作業用の仮設道としても県の河川

占用というのは認められないという状況にございます。 

  それと、県の土木工事につきましても、４月から９月の雨期の時期には緊急の場合を除い
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て発注をしないということで聞いておりますので、町がこういう工事があるので作業用道路

として占用いただきたいという申請をしても、それは認められないという状況にあったと考

えております。 

○議長（板谷 信君） １番、中野君。 

○１番（中野 暉君） そうすると、３月19日から、この間約束していただいたお茶時期には

工事をストップしてでも通らせるような対応をするという返答をいただいている中で、しか

しながら、この間というものは崩落現場を徒歩で交通ということになります。大変この場所

というものは、現場も皆さん方もよく御存じだと思いますけれども、崩れやすい岩盤という

か場所にあるために落石等大変心配されます。このことについての配慮というか対策という

ものは考えておるでしょうか、お聞かせを願います。 

○議長（板谷 信君） 建設課長。 

○建設課長（大石守廣君） ただいまの御質問ですが、崩落現場の仮設道、これは歩行者専用

になりますけれども、ここの安全対策でございます。 

  今、議員がおっしゃられたように、法面、土質が非常にもろくて崩れやすい状況にござい

ます。大きな落石等には耐えることはできませんけれども、小さな土砂の崩壊等に対しては

できるだけ危険がないようにということでネットをかぶせてあります。それから、これはお

願いでございますけれども、現場を歩いて渡る際には昼間に限らせていただきます。それと、

大雨等の警報が出ているときには通行を控えさせていただきたいというふうに考えておりま

す。 

  安全対策としましては、先ほど言いましたけれども、ネットをかぶせてありますが、それ

と、崩落現場の上の法面になりますが、地面が動いたというときにはサイレンが鳴るように

サイレンも設置してありますので、そういったことも気をつけながら通っていただきたいと

いうふうに考えております。 

○議長（板谷 信君） １番、中野君。 

○１番（中野 暉君） 我々が心配するのは、あそこの現場が車が全然行き来できないという

ことが本当にネックになるわけでありまして、火災のときにはどうするのか、そしてまた緊

急時、この地区には高齢者の方もいらっしゃって大変心配をしております。そのときの対応

というものはどんなふうな対応でどんなふうにやるかということは、本当に緻密に関係機関

と打ち合わせをしてあるのか、また、その方法が考えられているのか、その点についてお伺

いをいたします。 

○議長（板谷 信君） 答弁。副町長。 

○副町長（小坂泰夫君） ただいまの御質問でありますけれども、昨年の９月４日から現場の

崩落について山道を歩いていただくというような非常な対応もさせていただいたわけであり

ますけれども、かねてよりただいま御質問のような件が非常に懸案事項というふうになって

まいりました。仮設道路については昨年11月の後半からお願いしてきたわけですけれども、
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その中でずっと、建設課長等の答弁もあったように、できる限り今の現場のところが軽自動

車等通行できるまで何とか延長をしてほしいと。仮設道路を設置した当初から県とは協議を

させていただいてきたわけですけれども、県の方の工事期間が３月15日までということで、

工事等も順調に県の工事が進んでいる中で、もっと早くに撤去をというようなそんな話もあ

りましたんですけれども、とにかく３月15日までは延長してほしいと、それから、できる限

りならば４月までというようなお話もさせていただき、また、それが無理であれば年度内い

っぱいまでお願いしたいというような話もしてまいりました。 

  ただ、河川法というようなことで、町長答弁もありましたように、こういうものが大きな

ネックとなりまして、結果としては３月15日まで、地元の方々が窮状を訴える中で、撤去期

間の 大限の延長ということで19日までというようなことになったかと思います。 

  この間、私どもも被災地対策会議ということで随時検討を重ねてまいりました。今回につ

きましても、 終的にいろんな調整をした中で、14日に今回の被災地対策会議というものを

重ねまして、各課にそういう高齢者への配慮、また緊急時への対応という検討もしてまいり

ました。 

  高齢者につきましては、９月から11月まで行ってまいりましたようなそういう対応という

形で、１週間に１回の各世帯への見守りというような対応、それから文建常任委員は緊急時

に対してとにかく速やかに現場というんですか、仮設の道路のところまで行っていただくと。

そこで、町の支援が必要であれば町の支援もあった中で、患者さん等を現場を、そこを通行

するというようなことで極力確保したいということで、協議調整等も進めております。 

  そのほかに、ごみであるとか生活資材というものに関しても、各関係する機関と町の方を

経た中でお願いしていくということで、現在、その調整にも地域支援室を窓口として対応し

ておりますので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（板谷 信君） １番、中野君。 

○１番（中野 暉君） 終的には富沢地区への回答書の中にレンタカーの配置ということが

うたってありました。大変ありがたいというふうに思いますけれども、片や地元の方々は崩

落場所より外へ車を置いておかなければならないわけでありまして、この富沢地区の皆様方

の車をとめておく駐車場の確保というものはいかがなものでしょうか。 

○議長（板谷 信君） 副町長。 

○副町長（小坂泰夫君） 駐車場につきましては、地元の方がいち早く交渉していただいたと

いうようなことで、フォレストマートというんですか、そこのところの駐車場を借りるとい

うようなことと、それと林道富沢線の入り口付近のところ、空きスペースのところと、そこ

を両方活用するということで、一応、話の方は防災会議の中では、対策会議の中では了解し

ているというふうなところがあります。 

○議長（板谷 信君） １番、中野君。 

○１番（中野 暉君） 今までも、いろいろなところに車をとめて、富沢地区の方々は徒歩で
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歩いて山道を対応してきたわけでありますけれども、その地主、またその近くの人、何らか

の形でお礼をしているようでございました。その点についてはやはり支援もしていかなけれ

ばならないんじゃないかなと、こんなふうにも思っておりますので、頭に入れておいていた

だきたいなと、こんなふうに思います。 

  崩落現場復旧というものが、先ほども返答がありましたけれども、明確にというものはま

だまだわからないというふうに思いますけれども、工期は我々もわかっております。いつご

ろ軽自動車ぐらいは通行になるのか、お伺いをいたします。 

○議長（板谷 信君） 建設課長。 

○建設課長（大石守廣君） 現在の進捗状況でいきますと４月の末を予定しております。一番

茶が５月の連休前あたりから始まるかと思いますが、それまでには必ず現場に車両が通れる

仮設道路を設置したいというふうに考えております。 

○議長（板谷 信君） １番、中野君。 

○１番（中野 暉君） もちろんお茶には対応してくれるということは前々から約束をしてい

ただいたわけですけれども、お茶はそのときばかりではなく、その前からも準備が必要であ

りますので、どうしても車の往来というものは考えられるというふうに思いますので、でき

るだけ早く通れることができるよう手配をお願いしたいと思います。 

  次に、平戸線に抜ける迂回路でございますけれども、測量について先ほど町長から答弁が

ありました。正確に、いつごろに山に入るのか、それでいつごろまでに路線が決定をするの

か、このことについても担当課でわかることであれば正確に教えていただきたい、こんなふ

うに思います。 

○議長（板谷 信君） 建設課長。 

○建設課長（大石守廣君） ただいまの御質問ですけれども、先ほど町長の答弁でもございま

したけれども、３月下旬ごろには発注をしたいと考えております。 初に全体計画の路線を

決定いたしまして、その後、関係者の皆様に説明をさせていただきまして、それで承諾が得

られれば詳細設計に入っていきたいというふうに考えております。そして設計が終わりまし

たら現場の方に入り、工事に着手をしていきたいというふうに考えておりますが、全体計画

を終了するのが６月末ごろを予定しております。そしてその後、先ほど言いましたけれども、

関係地権者、また地元の方に説明をさせていただきまして、そこで御意見等を聞きながら、

また進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（板谷 信君） １番、中野君。 

○１番（中野 暉君） 前回も質問をいたしましたけれども、この迂回路、果たしていつごろ

地区の皆さん方は通ることができるようになるんでしょうか。この点、わかる範囲でお願い

をいたします。 

○議長（板谷 信君） 建設課長。 

○建設課長（大石守廣君） 迂回路の開設工事につきましては、町単独事業ということではち
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ょっと事業費が大きいものですから、県単補助ということで県にお願いをしてございます。

補助率50％の事業を使っていきたいなということで考えておりますが、先日、県ともヒアリ

ングを行いました。それによると、予算のつけ方にもよりますけれども、３年間ということ

で現在考えております。 

○議長（板谷 信君） １番、中野君。 

○１番（中野 暉君） 正確にということはまだわからないということですね。はい。 

  前々回でしたか、崩落があって、地元の皆さん方がいろんな形で要望してもらいたいとい

うことで、いろんな考えがありました。崩落現場を直してもらうことは当然でありますけれ

ども、迂回路のことについても再三いろんな意見が出されました。やはり、いろんな角度か

ら考えてみても富沢地区住民の方々は対岸へ抜ける永久橋というものを 終的には望んでい

るところでございますので、このことが議題に上がったということを記録していただいて、

事あるごとにこういうことも進めていただければうれしいというふうに思います。 

  もう１点、関連でありますので、これは答えられる範囲で結構でございます。崩落現場周

辺の地すべり地帯の状況について、治山工事計画があるようにも聞きました。返答できる範

囲で、その計画等々についてお聞かせを願いたいと思います。 

○議長（板谷 信君） 建設課長。 

○建設課長（大石守廣君） ただいまの御質問でございますけれども、治山関係の事業につき

ましては静岡県の農林事務所の治山課の方で実施をしております。そして、今現在、林道平

戸線から富沢地区に向かう山道がありますけれども、そこを中心としましてボーリング調査

をしていただきました。その結果が 近出たということを聞きましたが、詳細についてはま

だ聞いてはおりませんが、かなり地層が悪くて、雨の影響によって地が動いているのではな

いかということを聞いております。そして今、詳細設計をしているところということで聞い

ておりますけれども、４月中には工事を発注したいということで考えているようでございま

す。 

  地すべり関係の工事になりますので大きな工事になります。予算のつけ方にもよりますが、

３年ぐらいの事業期間のかかるということで見込んでいるようでございます。これは緊急治

山工事ということで実施をしていただくということになります。今現在はそういう状況でご

ざいます。 

○議長（板谷 信君） １番、中野君。 

○１番（中野 暉君） あの辺一帯、本当に地すべり地帯でありますので、我々の八幡神社本

体があるところまで多分続いているんじゃないかなというふうに思います。ぜひ、全体的な

改修というか対策をお願いしたいと思います。 

  次に、青部吊橋の撤去について再質問をいたします。 

  この話も実は本当に突然降ってわいたような話でありまして、青部の方々は大変びっくり

というか驚いたことだというふうに思います。果たしていつごろ撤去の予定か、お伺いをい
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たします。 

○議長（板谷 信君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（筒井佳仙君） 青部吊橋の撤去につきましては、これからどの部分までの撤

去が必要かということを中電と土木事務所で協議をするところであります。それから、設計

に入って撤去という段取りになるかと考えております。 

  以上です。 

○議長（板谷 信君） １番、中野君。 

○１番（中野 暉君） この撤去の理由が、危険であるとかいろんなあの、河川を心配してい

るとかいろんなことがありますけれども、危険と言っても、昭和９年に建設をされ、流され

たことも崩れたこともなく経過されたわけでありまして、通行ができなくなるほど老朽化に

なるまで延長できないか、その対応が可能か、お伺いをいたします。 

○議長（板谷 信君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（筒井佳仙君） 青部地区で先月26日、住民説明会を行ったわけですけれども、

撤去するにしてもできるだけ長く残してほしいというのが、住民の大方の意見でありました。

ただ、やはり撤去の指示が出た以上、余り長く放置できないというのもやはり中電さんとし

ても置けないと思いますので、そこら辺の時期がいつになるか、今の時点ではちょっとお答

えしかねる状況でございます。 

○議長（板谷 信君） １番、中野君。 

○１番（中野 暉君） 設置の理由の中に、台風により振れどめに流木がひっかかって危険で

あると、こんなふうな意味合いの言葉もありましたけれども、吊り橋の設置後に、先ほども

申し上げましたけれども、本当に大きな事故もなく経過したわけであります。その設置より

後にダムとか堤防とかいろんなものができたわけでありまして、そのことによって河床が上

がり、今のような現状が起きたんではないかなと、こんなふうに考えます。この点の責任に

ついてはないのでしょうか。お伺いをいたします。 

○議長（板谷 信君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（筒井佳仙君） 河川法をちょっと読んでみて、余り詳しいものではないです

けれども読んでみますと、やはり計画水位を設定したとき、その中に、河川法に係る何か構

築物があった場合は県が責任を持ってそれを撤去するというような条項が入っていると思い

ます。ただし、今回の青部吊橋については占用許可等が出されていないため、設置者である

中電が撤去するということであります。 

  以上でございます。 

○議長（板谷 信君） １番、中野君。 

○１番（中野 暉君） 確かに許可というものを受けていないのは当然だろうなというふうに

思います。あの当時は日本の国営の電力会社であり、そしてまた、あのような工事も昭和９

年、戦争前でありますので、いろんな形で国が経営というよりも維持していたんではないか
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なと、こんなふうに思いますので、どの橋においても申請などはなされていないのが当然だ

ったろうなというふうに思います。 

  しかしながら、その後、いろんな改修工事の中で各橋、吊り橋等についても許可申請を受

けていたのはこれも事実だろうというふうに思いますが、今回、その提出されたものが却下

され、いろんなところでクリアできない状況の中で撤去ということになったようであります

けれども、いろんな角度を考えますれば、これは何か取ってつけたようなへ理屈ではないか

なというふうに我々は思いますので、どうか、青部地区の皆さん方が納得できるような回答

を求めることが必要じゃないかなというふうに思いますので、よろしくお願いをいたします。 

  先ほども触れましたけれども、まちづくりワークショップの中で目いっぱい膨らませた事

業でございます。この中には吊り橋の活用が本当に大きく取り出されておりました。これは、

青部バイパスをつくるために先ほども土木事務所の職員がこの中に指導者というか、入って

いたという状況の中で考えますれば、こういうことの責任というんですか、どんどんと 初

の説明よりも青部地区のバイパスについては変更されておりますので、青部地区の皆さん方

は本当に我慢できないんじゃないかなと、こんなふうに思います。このことについての責任、

また、いろんなことのうそをついていたということについての追及というものは、やはり町

としてもそのところへ一緒になって進めていくべきではないかなというふうに思いますので、

この点についてもう一度お伺いをいたします。 

○議長（板谷 信君） 町長。 

○町長（佐藤公敏君） 青部地区については、バイパスの工事に伴ってワークショップ、しか

も県の土木事務所が主催して行ってきた事業の中で青部吊橋の利用も考えながらあの地域の

振興策を検討してきたという状況の中で今回の事態に至っているという状況の中であります

ので、地域の皆様方がなかなか納得しがたい、そういうところがあるのではないかなという

ふうに思っております。 

  ただ、現実に昨年の台風で振れどめに流木がひっかかった、そういう写真が掲示されたり、

そういう状況の中で調べてみたらそういう状況だったということの中で、本来、観光用の吊

り橋の架設ということは考えられない状況の中でこういう状況に至っておりますので、土木

事務所と今までの経過もお話ししながらお話し合いはしてみたいというふうに思っています

けれども、責任を追及するというところに今どうなるのかという点については、全くお話を

してみないとわかりません。 

○議長（板谷 信君） １番、中野君。 

○１番（中野 暉君） 今後も、先ほどの富沢地区の問題、青部吊橋の問題、その他のことに

対しても町民と一体となった取り組みが必要であって、町長も我々議員も町民から推薦され

た町民の代表であります。もちろん行政の職員も町民の代行者であることを自覚して、先頭

に立ってまちづくり、町民生活など町民の望むところを一緒になって考えていかなければな

らない、このことは本当に重要なことではないでしょうか。今後もこのことを頭に入れて
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我々は要望をするわけでありますので、この大きなというよりも基本的な取り組みについて

町長にお伺いをいたします。 

○議長（板谷 信君） 町長。 

○町長（佐藤公敏君） まちづくりは、町民の皆様方が前向きに取り組んでいただくというこ

とが大前提でございます。そういう意味で、町としては町民の皆様方が将来に夢を持ってま

ちづくりに取り組んでいけるような、そういう環境をいかにつくっていくのか、そして意欲

を持たれた方をどう支援していくのかというところにあろうかというふうに思っております。 

  今回、台風の災害によりまして、富沢地区の皆様方は孤立状態の中で大変なご不便を強い

られている。また、青部地区の皆さんにおいては土木事務所とワークショップという形の中

でまちづくりに取り組もうということで頑張ってこられた、そういう中でありますので、当

然その住民の皆様方の思いが実現できるような方向で町も議会も一体となって進めていかな

ければいけないというふうに思っています。 

  ただ、河川の管理ですとか法令に係る問題、コンプライアンスということが 近よく言わ

れるそういう状況でございますので、そういう中で法に触れるような形でのということは無

理が当然あるわけであります。ですから、そういう中で地域の皆様と力を合わせて、また、

今回のいろんな経過を見てみますと、町も町なりに副町長、建設課を中心に折衝もしながら

進めてまいりましたし、土木事務所の対応を見ても本当に一生懸命対応をしてくれた、そう

いう状況がございます。今後、さらに上位の機関との連携もしっかりとりながら、地域の皆

さんとも連携をとりながら、議会とも一体となって取り組んでいきたいというふうに思いま

すので、またいろんな意味でよろしく御協力をお願い申し上げたいというふうに思います。 

○議長（板谷 信君） １番、中野君。 

○１番（中野 暉君） 後に、今、町長の本当に気持ちというものをお伺いいたしました。

今後、我々も本当に町民の代表として、町民の一人一人といろんなものを行動をともにして

進めていきたいと、こんなふうに思っております。 

  先ほども話がありましたけれども、今回の富沢地区の対応等々については、先ほども述べ

ましたけれども、職員が一生懸命やってくれました。もちろん、総体的な今年度、23年度の

事業に関しましても、土木事務所をはじめいろんな関係機関からいろいろな仕事をいただい

て、いまだ土木建築業者については本当に目いっぱいな仕事が来ているんじゃないかなと、

こんなふうにも思いますので、担当職員の本当に対応というものは、頭の下がる思いでござ

います。 

  このような形で、今後も町民と一体となった行政改革、行政を進行していただきたい、こ

んなふうに思いますので、我々も一生懸命やりますのでよろしくお願いをして、私の質問を

終了いたします。 

○議長（板谷 信君） これで中野君の一般質問を終わります。 

  続いて、10番、鈴木多津枝君の発言を許します。10番、鈴木君。 
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○１０番（鈴木多津枝君） おはようございます。ただいまから通告に基づきまして一般質問

を行います。 

  まず 初に、安心・安全の国保運営について伺います。 

  １、運営状況と今後の見通しについて、２、滞納、短期被保険者証、資格証明書発行状況

について、３、もう負担の限界に来ている町民の皆さんと国保運営を守るために、ほとんど

の自治体で行っている町独自の一般会計からの繰り入れを行い、値上げ撤回をされる考えは

ないか伺います。 

  ２点目は、当町の 大の課題である若者に住んでもらえるまち、子供を安心して産み育て

られるまちづくりの観点から質問をいたします。 

  １つ目は、住宅建設についてです。 

  空き家対策や大井川材を使った新築家の補助など予算もついていますが、地名の若者住宅

を見てもわかるように、子供も増えて町への経済効果、活性化への効果は抜群です。徳山で

も、高齢者用に建てた住宅に若い世代が入居を希望し、空きがあれば数倍の倍率で応募があ

ると聞いています。徳山地区は町内で一番人口が多い地区で、高校や小学校をはじめ駅や商

店、診療所、郵便局、農協、保育園、幼稚園、特養、小規模多機能介護施設、テクニカ、山

元の工場もあり、お茶や野菜づくりも優秀で、住民の結束力もあって、だれも自分が住んで

いるところが一番と言いたいでしょうが、私には都会とさほど変わらないくらい何不自由な

いところに思います。それなのに、親御さんと住んでいらっしゃる独身男性が多く、子供が

生まれる数も少なくて、人口が半分強の藤川とほとんど変わらないと聞いています。 

  近は子供が少し増えているような気もしますが、結婚した若者が住みついて子供たちの

声が響けば、独身男性にも刺激となって、あるいはばたばたと人口が増える可能性も内包し

ているところで、ぜひ若者定住住宅建設を再開していただきたいのですが、町長のお考えを

お伺いします。 

  若者定住の２つ目は、子育て支援についてです。 

  子供を育てるにはお金がかかります。特に大学までとなると、財産家や高額収入者でない

限り、働いたお金の大半をつぎ込まなければなりませんし、子育てに時間もとられて不自由

で夫婦共働きしないと生活できない現状では、保育園が近いか親が近くにいるような人たち

でなければ子供を産めないという現実があります。このような現実の中で、町はどうすれば

子供を増やすことができるか、できる限りの手を尽くす必要がある。それも待ったなしだと

思うのですが、町長は子供が増えるまちづくりをどのように考えておられるのか、具体的に

要望が多い次の点についてお聞きいたします。 

  １、出産祝い金の増額はどうか、２、学校給食費の無料化はどうか、３、住宅地など子供

が増えている場所へ子供が遊べる広場づくりを、４、高校生の通学費支援はどうか、５、奨

学金の増額はどうか、６、休園中の地名保育園の再開について、再度、町長のお考えを伺い

ます。 
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  若者定住策の３つ目は、地場産業への雇用確保についてです。 

  農業、茶業、林業など町を支えてきた地場産業が、後継者がないことで放棄状態が増えて

います。それでも、ある程度収入の保障があれば残って後を継ぎたいと考える若者も少なく

ないはずです。そのような若者を引きとめるために、役場ギャラリーなどに緑のふるさと応

援隊の受け入れ拠点を兼ねて町が行う農林業施策の行動隊として収入を保障し、組織して、

森林組合や農林業センターで実習し、耕作放棄地の転作支援や高齢者のお宅の茶園管理など、

頼まれたところへも出かけて行って５、６年で自立できるように若者定住を兼ねた人材育成

を取り組む考えはないか伺います。 

  後に、３月３日付の静岡新聞記事を見て通告したのですが、静岡市の葵区役所ロビーで、

障害者施設を利用している人たちが作業所でつくった陶器などの作品や石けん、パン、クッ

キーなどを販売するお店、わははをオープンしたそうです。議会が始まり、どういう状況か

も調べる余裕もなく、きょうの一般質問を迎えてしまいましたが、当町でも作業所の人たち

と町民の人たちのつながりを広げることができますし、生きがいを広げることにもつながる

のではないかと思います。町長のお考えをお聞きします。 

  以上、通告後の具体的なことは今朝方ようやくまとめてメールで送りましたので、当局の

方でも調べる間もなかったと思いますが、町長のお気持ちでも構いませんのでお聞かせいた

だきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（板谷 信君） ただいまの10番、鈴木君の質問に対し、町長の答弁を求めます。町長。 

○町長（佐藤公敏君） それでは、鈴木議員の質問にお答えいたします。 

  初に、国保の運営状況と今後の見通しについてということでございます。 

  平成20年度の医療制度改革により、75歳以上の被保険者については後期高齢者医療制度へ

移行し、その後、国民健康保険への加入世帯及び被保険者数は年々減少傾向にあり、２月末

時点において当町国民健康保険には1,400世帯で全体の約46％、加入者にあっては2,422人で

全体の約29％の方が加入しています。このうち、65歳以上の被保険者の割合は1,015人で、

全体の41.9％を占めています。 

  国民健康保険の運営状況についてですが、一般被保険者分では20年度以降、保険給付費は

国保会計予算全体の約６割を占める年間約５億6,000万円前後で推移しており、財源は、

国・県からの負担金や交付金などのほか国民健康保険税と、不足する一部は基金の取り崩し

により賄っています。 

  収入の状況については、被保険者が年々減少する傾向にある中で、国民健康保険税の調定

額は、20年度には一般被保険者分で約１億7,600万円あったものが23年度では１億4,400万円

程度で、約18％減少してきています。これは、被保険者数の減少に加え、課税対象所得など

の減少によるものと思われますが、一般被保険者数では20年度末の被保険者数と比較して約

12％の減、課税対象額の所得割にあっては約40％も減少してきています。 

  さらに、繰越金についても20年度以降年々減少し、国民健康保険会計の単年度収支はマイ
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ナスの割合が年々増加しています。20年度への繰越金が１億3,179万円あったのに対し、23

年度の決算見込みにおいては繰越金が約5,500万円前後にまで減少する見込みであり、単年

度収支ではマイナスで約6,800万円程度になると見込んでいます。 

  基金についてですが、20年度以降、保険税率を据え置いてきたことにより、医療の給付に

係る費用を賄うための財源として取り崩して対応してきております。その結果、基金の取り

崩し額は、20年度で956万2,000円だったものが年々増え続け、23年度の基金取り崩し額は

4,044万1,000円にまで増えており、23年度末の基金残高は１億3,346万5,000円となり、保険

給付費に対する保有割合は約24％となっています。 

  以上のように、当町の国民健康保険事業の運営状況については、被保険者数の減少や被保

険者の高齢化などによる保険税収入の減少であったり、本来保険税率等の改定が必要となる

部分を保有する基金の取り崩しにより対応してきたことによる基金残高の減少などから、保

険給付費に対する被保険者の保険税の負担割合も年々減少してきており、財政的に非常に厳

しい状況になってきています。 

  現在、新たな高齢者医療制度構築のための医療制度改革についてや、国民健康保険の財政

的な運営について県単位とすることなどが協議検討されている中で、今後、財政運営などの

広域化などに伴い、県内でも小規模で保険税率等も低くなってきている当町は、さらに負担

が増えてくることも予測されます。小規模保険者としての現状なども県などに積極的に訴え

ていかなければなりませんが、町としては、被保険者の疾病予防、健康維持などの施策につ

いて積極的に取り組んでいき、町民の生活安定に努めていかなければなりません。さらに、

制度の維持継続のためには、国民健康保険に加入する被保険者の方には今後、経済状況や制

度改正などへの対応などを考慮し、今後３年間の保険給付費と保険税の負担のバランス調整

のためのシミュレーションを立てた中で、一定の負担水準にまで改善することをお願いして

いかなければなりません。 

  次に、２番目の滞納、短期被保険者証、資格証明書発行状況についてであります。 

  平成23年度10月の保険証更新時における短期被保険者証の交付対象世帯は27世帯としてい

ましたが、保険証の更新前に保険税を完納していただいたことにより１世帯減り、26世帯に

対して短期保険証を交付しました。その後、他の健康保険への加入などにより２件減り、２

月末現在24世帯55人に短期保険証を交付しています。資格証明書は３世帯に交付しており、

対象被保険者は３人です。 

  なお、平成23年度において、新たに資格証明書の交付対象とした世帯はありません。 

  国保税の滞納状況ですが、平成23年度における滞納保険税の調定額は全体で3,418万9,538

円となっています。世帯数では、平成22年度分の国保税を滞納している世帯は87世帯、平成

21年度以前の分の国保税を滞納している世帯と合わせて、滞納実世帯数は146世帯となって

います。１世帯当たりの滞納額は23万4,174円となります。 

  ３番、一般会計繰り入れで値上げ回避をという点についてでございます。 
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  一般会計からの法定外の繰り入れについてですが、実際に法定外の繰り入れを行っている

保険者は、保険給付費等に占める基金の保有割合が低くなっている保険者が多いという状況

であると思います。当町では、平成20年度の医療制度改革以降、不足する財源については、

基金を取り崩し、繰り入れることにより不足分を補ってきました。現在、自主財源である基

金は、平成22年度末で約１億7,347万円、平成23年度において4,044万1,000円の取り崩しを

予定しており、預金利子等による積み立てを加えて平成23年度末における基金保有額の見込

みは約１億3,340万円、23年度と直前の２年度の保険給付費に対する基金保有割合は約24％

となっております。 

  現時点では、現在の基金保有状況などから見ても、国民健康保険に加入していない人から

の負担という一般会計の法定外の繰り入れについて行う予定はありませんが、長引く不況の

影響や地域経済の冷え込み、加入する被保険者の高齢化などによる所得の減少などの影響を

受けやすい国民健康保険の構造上、基金の保有割合も減少していくことが見込まれることに

より、今後はそういった対応も考えていかなければならないような運営の状況になってくる

ことが想定されます。 

  このためには、今後、加入状況や収入状況等にも配慮し、３カ年程度のシミュレーション

を立てた中で、計画的に保険税率等の改善を図っていきたいと思います。そういった対応を

していく中で、年々減少してきている基金残高の取り扱いや、いずれは一般会計からの法定

外繰り入れなども、国民健康保険制度維持のためには検討をしていかなければならない課題

であると考えております。 

  次に、若者定住対策についてであります。 

  まず、住宅建設についてお答えします。 

  若者定住住宅の建設につきましては、現時点では新たに建設するといった具体的な構想は

ありませんが、当面は、地名地区の若者定住住宅を基本としながら、民間住宅の空き家の活

用など町営住宅建設によらない環境整備を進めていきたいと思っています。 

  また、現在実施しております定住促進住宅建設事業費補助制度の拡充や、子育て世帯が賃

貸住宅に居住する場合に家賃の一部を補助する若者定住促進家賃補助といったものについて

も検討をしてまいります。 

  次に、子育て支援につきましては、もとの藤川保育園を活用した地域子育て支援施設を運

営し、親子で過ごせる場所の提供、子育て相談や保護者間の交流促進等の支援を実施してい

ます。また、就学児童につきましても、放課後児童クラブや放課後子ども教室を実施し、小

学生の保護者の皆さんの支援に努めています。 

  健康関係では、乳児から中学生までの入院や通院の保険診療分全額医療費助成や、乳幼児

定期健康診査、ことばの相談、小児科医による個別相談など、乳幼児とその保護者への細や

かなサービス提供を行うとともに、小児用肺炎球菌ワクチンやヒブワクチン接種費用助成な

ど、他の自治体に先駆けて実施しております。また、結婚祝い金、出産祝い金、出生児記念
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品贈呈なども行い、保護者の皆さんの支援に努めております。 

  次に、地場産業への雇用確保をという点でございます。 

  農林業関係では、現在のところ特徴的なものとしては、平成18年度から林業振興基金の担

い手育成事業があります。これは、町民を雇用した場合に補助金を交付する制度であります。

毎年、延べ人数で２人程度の雇用を実現しております。１人の者が５年間交付対象になりま

す。林業は、特殊な技術が必要なこともあり、個人林家の新規就業はほとんどないのが実情

です。森林組合の住民の雇用を促すものであります。そのほか、集約化施業や林業生産が拡

大していくことが見込まれておりますことから、森林組合の作業員の雇用は今後拡大してい

くと考えております。 

  平成21年に開業した農事組合法人川根美味しいたけでは、現在、町内７名の組合員と菌床

しいたけの栽培農家14軒及びしいたけ菌床製造部門と販売部門で16人のパート雇用が実現し

ており、そのうち４名が今年の４月から正規雇用になると聞いております。また、町では新

たな作物のネギ栽培など、農業経営の多角化への支援を行っていきます。 

  そのような中でも、個人や企業を中心に、生産、加工、販売を展開する第６次産業化を積

極的に進めてまいりたいと考えております。それが単体の者では難しい場合は地域ぐるみで

対応をしていく、あるいは一部分は町外との連携体制を構築して、産業が成り立っていく地

域をつくっていきたいと思います。そのためには交流人口を増加させる必要がある。交流人

口を増加させるためには、人々の期待感を高める方策、川根茶ブランド力を高める方策を実

行していくこととしております。 

  いずれにしましても、町民の皆様のそれぞれの取り組みがかぎとなります。町はそれを支

援していく、あるいは先導させていただく、茶園喫茶やエコツーリズムはまさにその種まき

の行動でございます。先行して行動を起こしている町民もいらっしゃいます。それに共感し

始めている町民も出始めております。本町の雇用や農業の所得の向上として進めていきたい

と思っております。 

  次に、地名保育園の再開をということであります。 

  現在休園としている地名保育園の再開に関するご質問にお答えいたします。 

  本町における保育園は、公立２園、私立１園の３園体制で、定員総数140名に対し通園児

は130名という状況にあります。いわゆる定員割れの状態であり、都市部で問題となってい

る待機児童問題も発生しておりません。 

  地名地区における乳幼児数は、若者定住促進住宅が建設されたことに伴い増加しているこ

とは事実でありますが、町全体の出生数や保育園の状況をはじめ、施設の適正配置や規模、

管理運営などの財政面を含め、町として総合的に判断したとき、地名保育園の再開は難しい

と言わざるを得ない状況にあると考えております。 

  次に、庁舎に障害者による定期販売所の設置ということでありますが、みどりの丘の自主

事業として、陶芸品をはじめ木工品、布製品、手芸品など様々な製品をつくっております。
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そして、それらの多くを町内の地場産業販売所である四季の里、音戯の郷、その他民間の協

力店、町外ではお茶の郷や県内の福祉施設販売所などで販売するとともに、町産業文化祭や

ふれあいまつりなど、町内でのイベントにも積極的に参加し、販売を行っています。 

  庁舎に定期販売所の設置をということですが、庁舎内町民ギャラリーなどより、多くの人

が出入りする施設での展示販売は、より効果的であると考えられます。また、みどりの丘の

皆さんが地域の様々なイベントに積極的に参加し、製品の販売を通して住民の皆さんと接す

ることにより、障害者に対する理解を深めていただくことがこれからも、より進めていくべ

きことではないかと考えております。 

  庁舎等の行政財産の管理及び処分につきましては、地方自治法第238条の４第７項により、

行政財産は、その用途又は目的を妨げない限度においてその使用を許可することができると

規定されており、本町ではその規定を受け、川根本町財務規則第216条及び川根本町行政財

産の目的外使用に関する条例で定めております。販売所の設置につきましては、財務規則第

216条第１号で、職員及び当該行政財産を利用する者のため、食堂、売店その他厚生施設の

用に供する場合と規定されています。 

  庁舎におきましては、スペース及び来庁者の現状による効果を考えると、常設的な販売所

の設置は難しいと考えます。ただし、町民ギャラリーへの販売品等の展示は可能であり、町

民ギャラリーの訪問者へのＰＲができると考えます。関係団体等の要望を踏まえ、障害者の

方の就労意欲の高揚への支援をしていきたいと考えます。 

  以上でございます。 

○議長（板谷 信君） 訂正するところはありますか。そうじゃない……いいですか。 

○町長（佐藤公敏君） あと、いろんな施設のことがほかにありますけれども、 初のあれ

で……。 

○議長（板谷 信君） それでは続けます。10番、鈴木君。 

○１０番（鈴木多津枝君） 本当に具体的な通告は今朝やって、概要しかやっていなかったん

ですけれども、詳しく答えていただいて、多分、町長の部下という職員の皆さんが一生懸命

調べて渡してくださったんだと思いますけれども、本当に心から感謝いたします。 

  それで、再質問ですけれども、まず国保の運営について、この前、予算特別委員会の席で

も、町長が前回と同じように一般会計からの繰り入れは考えられないみたいな答えをされた

ときに、議長ももうそういう状況じゃないよというふうなことも言われて、きょうは少し答

弁の方向が変わったんだなと、さすが議長の力は大きいなと思いながら聞いておりました。

本当にうちの町の国保税が低いということが、やはり一般会計からの繰り入れをしないとい

うところにつながっているんだと思うんです。でも、国保財政は本当に緊迫している。上げ

なければどこからかお金を持ってこないと運営できない、どっちかなんですね、今の状態は。 

  そういう中で、基金ももう大分、24％ぐらいになっているということですので、取り崩し

をそうやたらできないだろうというふうに思いますけれども、そういう中で、やっぱり町民
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の人たちの生活の状況を考えていただきたいんです。国保税が県下で低い方だということよ

りも、一番１人当たりは低くなっていると思いますけれども、そのことよりも、値上げにな

るということが町民の人たちにとって、今の収入がどんどん増えていればいいし、増える見

込みがあればいいんですけれども、本当に年々下がっていく。年金暮らしの人も本当にいろ

いろなものが国の方の制度で取られていくものが出てくる。そういう中で、何か一つでも値

上げがされるということは、使う部分をどこかで絞らなきゃいけなくなってしまうわけです

よ。 

  余裕のある収入だったら、それはちょっとここを我慢すればいいかねというふうになるけ

れども、そうではなくて、本当にぎりぎりの生活をしておられる人たちが多分半数ぐらいは

いらっしゃるんじゃないかと思います。そういう中で、値上げがされると食べるものを控え

る、お医者さんに行くのを控える、そういうふうに今すぐでないものはどんどんそこを切り

詰めていかなければお金を回せなくなっていくわけですよ。 

  だから、それと心理的にも値上げになったということが、やはりお金を使えないという暗

い気持ちになっていく、そういうことを考えると、私は、一般会計からの繰り入れで国保の

値上げを完全に据え置くことはできないけれども、値上げになってもこれだけ負担を軽くす

ることができますよということの道筋というか、それは明らかにしなければ、方針として打

ち出さなければいけないときだと思うんですけれども、町長どうでしょうか。 

○議長（板谷 信君） 町長。 

○町長（佐藤公敏君） 議員おっしゃるように、今、日本経済が停滞する中で、国民の皆様方、

とりわけ川根本町は地域産業も大変厳しい状況の中で収入が減っていく、増えない、そうい

う状況の中で負担をより多く強いるということについては大変忍びないものがあるわけであ

りますけれども、原則論としてできるだけ一般会計からの繰り入れは避けたいというような

ことを申し上げましたが、今回、基金で何とか対応をしようということでありますけれども、

将来、皆様方の負担にも限界があるわけでありますので、そういう中で被保険者の皆様方の

御負担に、さらに基金ですとか法定外繰り入れ、そういうことも含めて、この制度が永続的

に続くような中で、当然、よその町でもいろんな町が既に繰り入れをしている状況というこ

ともございますし、健全な制度運営を図っていく上で一般財源の繰り入れということも当然

考えていかなければならない、そういう状況になっているということでありますので、また

皆様方の御理解をいただいていきたいというふうに思っています。 

○議長（板谷 信君） 10番、鈴木君。 

○１０番（鈴木多津枝君） 国保税の負担割合というのは所得に対して当町でどれくらいにな

っているか、通告していないので答えられなくても仕方ないんですけれども、もしわかれば

教えてください。 

○議長（板谷 信君） 税務課長。 

○税務課長（渡邉 清君） ちょっと調べますので、お時間をいただきたいと思います。 
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（「大体で」の声あり） 

○税務課長（渡邉 清君） お答えします。 

  所得に対して、１人当たりの平均所得は55万4,536円になります。負担割合は10.4％にな

ります。 

  以上です。 

○議長（板谷 信君） 10番、鈴木君。 

○１０番（鈴木多津枝君） 多分１割を超すだろうと私も思っていました。前に一度計算した

ことがあるものですから、本当に１割を超えるということは大変なことなんですね。年金が

所得ですから、収入はその２倍まではいかないけれども1.5倍ちょっとあると思いますけれ

ども、それでもそこから１カ月分ぐらいの国保税で引かれていくわけです。１カ月分が消え

てなくなるということをよく聞きます。 

  そういうことで、もう私は負担は限界だということを繰り返し言っているんですけれども、

さらに介護保険料もありますし、皆さん住んでいれば固定資産税もあるし町県民税もあるし

ということで、本当にうちの主人なんかもよく言うのに、半分はみんな引かれてしまってる

よと、年金暮らしなんですけれども、そういうことを言います。給料が終わって年金で給料

の半分になって、今度はその半分になった年金から半分天引きされて、どうやってみんな生

きてるんだろうねと、そういうことをよく言いますから、本当にもっともっと低い人たちも

たくさんいらっしゃるわけですので、そういう点では所得が低くなる人ほど負担が重くなっ

ていくということもありますし、ぜひ一般会計からの繰り入れをしていただきたいと思いま

す。 

  ここに、今朝慌てて持ってきたんですけれども、国保税を一般会計から、群馬県の伊勢崎

市というところで、３億3,000万円補てんをして１世帯当たり平均で１万5,000円引き下げた

という通知が入りました。これは、やはり先ほど町長が言われたように、今の不況の中で生

活が苦しいと本当に大変なわけですよ、どこも国保の運営というのは。だけど上げることは

できないというトップの判断によって、こういう大きな、市だから大きい額になるんだと思

いますけれども、だからこそ１世帯１万5,000円の引き下げというのは物すごく大きな財源

が要ったと思うんですね。そこのところで決断をしたという事例もここだけではなくて全国

にたくさんありますので、ぜひ町長も、そういう町民の暮らしを本当によく見ていただいて、

施策を、国保の健全な運営を取り組んでいただきたいと思います。 

  次に移ります。 

  若者定住策についてですけれども、若者住宅をもう計画をしていないと、現時点では計画

はないということですけれども、先ほど私は徳山の状況を 初に述べました。それを聞いて

徳山にもつくってみてもいいなというふうに思われたかどうか、お聞きします。 

○議長（板谷 信君） 町長。 

○町長（佐藤公敏君） 県でも家庭菜園つき住宅というような提案を県知事は盛んにされてい
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ましたけれども、今回、その事業については見送られることになりましたよね。そういうこ

とで、そういう事業を取り入れないかというような話は県知事からじかに受けたことはある

んです。ところが、新東名が通ることによって北部にインターチェンジができるというよう

なことによって、今回の震災の影響もあって住宅をできるだけ山の手にというような発想が

ありまして、そういう中で、地名の住宅を見てそういうことを思いついたんだそうです、知

事は。そういうことで、何とか川根本町でもというようなお話はあったんですが、その件に

ついてはそういうことで残念ながら予算化されませんので、24年度では。 

  そういう御希望が具体的にどのくらいあるのか、あるいは今後、定住ですとか移住してこ

られるような方が大勢あるというような状況、必要があれば検討していく必要があると思い

ますけれども、今の段階では、新しく住宅を建設するという計画はなくて、民間の住宅等も

ございますのでそういうところの活用を進めるとか、あるいは今年度、企画の方でも定住化

促進のための事業を取り入れようとしておりますので、そういう中で住宅等についても今後

検討していく課題ではあるかなというふうに思っています。 

○議長（板谷 信君） 10番、鈴木君。 

○１０番（鈴木多津枝君） これも通告していないんですけれども、そういう若者定住策が始

まったのが、原因が川根本町の職員がどんどん外に出ていって住んでいるよということで、

早く住宅をつくらないと大変だよという、前土屋助役がおられたときにそういう話がありま

して、本当に住宅をつくらなきゃいけないということが早急にあのとき始まりました。 

  小籔議員、もう辞職されたんですけれども、小籔議員も、役場の職員でよそから通ってい

る職員がどれくらい、何人ぐらいいるんだということを質問されて、とても町民の方々はそ

のことを今でも心配しています。私のところにも何人も言われますし、今返ってきているア

ンケートにも数人そういうことが書いてあります。 

  住宅がないから外に住んでいるのか、それともそうではなくて個人の理由で外に住んでい

るのかわかりませんけれども、行政はそういうことを調べたことがありますか。 

○議長（板谷 信君） 副町長。 

○副町長（小坂泰夫君） まず 初に、若者定住住宅ですけれども、これは役場の職員のため

にということではなくて、町内の若者というんですか、こういう方々に住居を、今までは福

祉住宅とか高齢者等の住宅、特公賃とかそういうものはありますけれども、特に若い方々と

いうんですか、そういう方々に住宅を確保するということで行ったものですから、土屋助役

が言われたのは、その中には一応、町の職員が町外に住居すると、そういうようなことの中

で、その一つの要因も、まあ、そういうところも解消になるということも理由の一つではな

いかと思うんですけど。 

  確かに、町の職員、これは公務員が、基本的な権利としては、当然住居はどこへ住まわれ

るというのは、これは確保されなければいけないことでありますけれども、ただ、実際に役

場の機能というのは、防災面であるとか住民の生活、安全を守るという中においては、いち
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早く駆けつけて対応をしなければならないという、そういうものの責務があるというふうに

感じます。そういう中では一つの課題というふうに当然とらえなければいけないわけであり

ますし、以前、筑地さんが総務課長のときに実態調査というものは行いました。そういう中

でもいろいろな事情もあるわけでありまして、職員といえども家庭を守らなければならない

という中にいろんな理由も抱えてもおります。 

  役場としては、いろんなこともまた個々話し合いもしながら、極力町の近いところに確保

していただけるというようなことも進めていかなければならないというふうに思っておりま

す。 

○議長（板谷 信君） 10番、鈴木君。 

○１０番（鈴木多津枝君） 小籔さんみたいに人数を聞くのはやめることにしまして、やはり

副町長が言われたように、何かあったときにすぐ対応していただける、力になるのがまず役

場の本当に若い人たちだということがありますので、町民の方々も心配していろんな声を寄

せてくれるんだと思います。ぜひ改善されるように、もちろん副町長が言われるように、事

情があってここに住めないということもあると思います。いろんな、ここでも足りないもの

もありますし、そういうことがあれば仕方がないことなんですけれども、それは町民の人た

ちだってわかると思うんです、そういう事情は。だから、ぜひきちんと対応していただきた

いなと思います。 

  それで、若者住宅については、今 初に言いましたけれども、徳山などでは１軒空くと２、

３人が入りたいという希望をしていると聞いたんですけれども、どうでしょうか、担当。 

○議長（板谷 信君） 建設課長。 

○建設課長（大石守廣君） 今ちょっと手元に資料がございませんので詳しいことはわかりま

せんが、徳山住宅につきましては今現在入居者がいっぱいになっております。現在、募集は

していませんが、募集をすれば、徳山は立地条件もいいし建物も新しいということもござい

ますので、あるかと思いますけれども、２、３人がいつも申し込んでいるかどうかというの

は今ちょっとこの場はわかりませんので、申し訳ありません。 

○議長（板谷 信君） 副町長。 

○副町長（小坂泰夫君） 町営住宅、例えば１戸でもあり複数でもあり、そこに複数の方が入

居希望がある場合、その場合は選定をするのに選定委員会というのを開くことになっており

ます。その中に私も入りますし、それから地元の例えば区長さんであるとか代表の方、また

議員さんも入ると。そういう中で審査をして、公平な目で見てどなたの入居が優先されるか

というものを審査して入居を決定していきます。 

  その中において、今言われたような１戸のところに複数の若い方々がというような事実は、

私が聞いて私が審査に入っている間の中では、そういう若い人たちが複数で入居希望があっ

たということはまだ経験ないですけれども。 

○議長（板谷 信君） 10番、鈴木君。 
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○１０番（鈴木多津枝君） 私は実際聞いたものですから言ったんですけれども、多分、それ

じゃ、もう入っているとか決まったとかということであきらめた人の話だったのかもしれま

せんけれども、そういうことを聞きました。 

  それで現に、この間調べる時間がなかったんですけれども、徳山の沢脇の住宅には子供た

ちが７、８人集まって、小学生なんですけれども、結構遊んでいるんですよ。遊び場所もな

くて住宅の駐車場で遊んでいます。駐車場で遊ぶと車が入ってきたときに危ないとか大勢い

ると注意がいかないとかということがあって、ボールを投げたりなんかして遊んでいるんで

すけれども、本当に元気よく飛びはねてやっています。そういう子供たちを見ると、ああ遊

び場が欲しいなとつくづく思います。 

  それと、以前も言ったんですけれども、梅島下のオッケーさんの住宅、あそこも広場があ

るものですから、広場というか駐車場なんですね。そこに子供たちが集まって遊んでいて、

車を傷つけるんじゃないかととても大屋としては心配でたまらないと、子供の遊び場をちゃ

んと整備してほしいよということを以前言われたことがあります、去年だかおととし。それ

も言いました。 

  そういうふうに子供が増えているところにぜひ遊び場をつくってもらえないかと思うんで

すけれども、どうでしょうか。 

○議長（板谷 信君） 副町長。 

○副町長（小坂泰夫君） 今の御質問の中で、町営住宅の中にそういうスペースをということ、

それも一つはあろうかと思いますし、もう１点はいわゆる公園化というようなこともあろう

かと思います。 

  確かに公園化というんですか、それは必要なことであろうかと思います。じゃあ、どうい

うところにどういうという、公園というのは立派なそういう公園ではなくて、遊びのゆとり

のスペースというんですか、そういうものが町の中に確保されていくということは必要では

ないかなというふうに、私はそう感じますけれども、ただ、そういう施策をどういうふうに

反映していくかというのは、いろいろまた詰めていかなければならないことではないかと思

います。 

○議長（板谷 信君） 10番、鈴木君。 

○１０番（鈴木多津枝君） 徳山の沢脇の住宅の上に、古い住宅を壊して解体して今、芝生み

たいな形になって２カ所広いところがあります。でも、傾斜がついているものですから、子

供たちはそこで遊ぶとボールが際限なく転がっていくからなかなか遊べないわけですよ。そ

こをネットなんかで囲めば、子供たちは狭い駐車場でどうやって遊んでいるかというと、狭

いから駐車場の壁にボールを当てて、それをとりっこしているんですよ。そうやっていろい

ろ工夫するんですね。考えていく、場所さえあれば。 

  芝生がせっかく上にあるのに何でかなと思ったら、結局広過ぎて、ボールをいつも追って

いかなきゃいけないから遊べないというような状況もあって、そういうところをちょっと金
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網を張ってもらうとかそういうことを、あそこは町有地だと思うものですから、やっていた

だけないかなと思います。 

○議長（板谷 信君） 町長。 

○町長（佐藤公敏君） 町有地、あいている部分があれば有効活用という点もありますし、特

段の施設を設けなくても、今言われたようにスペースがあって危険のない土地があれば、子

供さんの発想でいろんな遊びというのも逆に生まれてくる。創造的な遊びもできるんではな

いかなというふうに思いますので、いろいろ考えていければというふうに思います。 

○議長（板谷 信君） 10番、鈴木君。 

○１０番（鈴木多津枝君） この場で今朝出した通告ですので、すぐに具体的にならないのは

もうわかり切っていますけれども、ぜひ現地を見ていただいて、何か有効活用するまでの間

だけでも、子供たちが遊べるように、走り回れるようにしていただきたいなと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

  それから、地名保育園の再開について、本当に町長も苦しい答弁を毎回続けているんでは

ないかと思います。町長の前の杉山町長のときに町内公立１園化ということで旧中川根にお

いて方針が出されて、それで４つあったのを１つにしたという経緯があります。そういう中

で、地名は若者住宅の施策を行政は積極的に取り組んでいるわけで、休園にした保育園、な

ぜ休園にするかというと、新しいからまだ廃止ができないということで休園という形をとっ

ているということも聞きましたけれども、あけようと思えばいつでもあけられるわけですよ。

人さえいればあけられる。そういうところで、地名の若者施策の中で一番若い親子さんに必

要なものというのは、子供を生んでもらいたいと思ったら、保育園を、ないならともかく、

あるんだから再開するということに方針を変えるということがなぜできないのか、なぜ１園

ということにこだわるのか、その点について、財政的な問題なのかどうか、その点をお聞き

します。 

○議長（板谷 信君） 福祉課長。 

○福祉課長（西村 一君） 地名の保育園の再開ということですけれども、今現在、地名保育

園は金曜日に職員が出向きまして開放をしております。毎週やっております。保護者や乳幼

児の皆さんに御利用していただいているところですけれども、そういう形で……。 

○議長（板谷 信君） 課長、声がもっと入るように。 

○福祉課長（西村 一君） 失礼しました。地名保育園に当たりましては、現在、金曜日に職

員が出向いて保育園を開放しております。子育て支援の相談等も受けております。先ほどあ

った広場の問題につきましても、園庭につきましてはいつでも開放しておりまして、自由に

利用していただくという体制をとっております。 

  これからの問題につきましては、先ほど町長からもお話がありましたとおり、地名につき

ましては若干増加の傾向にはあるんですけれども、ほかの町全体としましては出生者数とい

うのは余り多くないものですから、それに対応するためとか先ほどの管理面とか財政面を考
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えますと、なかなか地名の保育園というのは難しいんではないかと、そういうふうに考えて

おります。 

○議長（板谷 信君） 10番、鈴木君。 

○１０番（鈴木多津枝君） 位置の配置からいうと北、中、南、地名にあれば本当にお母さん

たちにとって預けるのに助かると思うんですよ。川勝知事の名前が先ほど町長から出ました

けれども、地名の住宅を見てどうだということを考えたと。そのときに川勝知事、文化会館

でお話しされたんですけれども、地名の保育園、あれあるんですよね、開園したほうがいい

ですよねということを会場で言われました。覚えていらっしゃいませんか。本当にだれが見

ても、何で閉めているんだろうと不思議で不思議でしようがない現象だと思うんです。子供

が欲しい、子供をたくさん生んでほしい、そういう川根本町がわざわざ遠くまで保育園に連

れていかなければいけないような状況をつくっている。近くにあれば、地名の人たちだけじ

ゃなくて地名に近い人たちも瀬平の人たちも、もしかしたら石風呂や川根町の方の子供たち

も連れてくるかもしれない、そういう本当に前向きに考えて取り組むべきではないかと思う

んです。 

  西村課長が先ほど金曜日に毎週あけていると、それ以外の日は園庭は使えますと言ったけ

れども、本当にほかの日、園庭を開放していますか。 

○議長（板谷 信君） 福祉課長。 

○福祉課長（西村 一君） 特にその場に人がいるわけではないんですけれども、園庭は自由

に使っていただくようにということで考えております。 

（「考えている」の声あり） 

○福祉課長（西村 一君） 使っていただいております。 

○議長（板谷 信君） 10番、鈴木君。 

○１０番（鈴木多津枝君） 私は、ついここ近い日にちは行ったことないですけれども、去年

の秋ぐらいには何回か、２、３回行きました。だけど、ゲートがちゃんと閉まっていました。

だから、庭は使えないんじゃないかなと思うんですけれども。 

○議長（板谷 信君） 福祉課長。 

○福祉課長（西村 一君） 閉まっているというのは、安全面を考えましてそのままあけてお

くわけにはいかないものですから閉まっているということであって、使っていただくのは、

これからは広報を通して使っていただくように考えたいと思いますけれども、今のところに

おいてはゲートは閉めさせていただいております。かぎはかかっていません。 

○議長（板谷 信君） 10番、鈴木君。 

○１０番（鈴木多津枝君） 私の記憶では、こういう屋根型のかぎがかかっていました。 

○議長（板谷 信君） 福祉課長。 

○福祉課長（西村 一君） 失礼しました。また確認させていただきます。 

○議長（板谷 信君） 10番、鈴木君。 
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○１０番（鈴木多津枝君） それと、やはり開放しているということを町民の人たちが知らな

い、地元の人たちも知らない、そういう状況でやっぱり開放していますとは言えないんじゃ

ないかと思いました、今の答弁を聞いて。 

  ぜひ、子供たちが本当に伸び伸びと遊べる環境、そしてお母さんたちが安心して子育てが

できるまちづくり、これを本気で考えていただきたいと思います。その一環が、その一つが

地名の保育園を再開できないかなという私の繰り返し繰り返しのお願いです。ぜひこの点も

考慮していただきたい。 

  もしかしたら、まだ地名は子供さんが増えるかもしれません。徳山だって若者住宅を建て

てくれれば子供が増えると思います。独身の男性の人も刺激されて、お嫁さんをもらってく

れるかもしれません。ぜひそういう前向きなまちづくりを進めていただきたいと思います。 

  後に、庁舎にみどりの丘の方たちがいろいろつくったものを置いて販売ができるように

できないでしょうかという質問に対して、調べていただいて、行政財産の目的外使用という

点でもだめではないというお答えをいただきました。そしてギャラリーではどうかという提

案もいただきました。でも私は、できれば、ギャラリーもいいんですけれども、そういうの

が始まるとギャラリーに町民の人たちが足を運ぶようになるのかなという気もしますけれど

も、でも、できれば町民の人たちが入ってくるロビーの一画に、毎日ではなくて、葵区の区

役所も１週間に１日か２日でしたっけ、開設しているのが。ですから、そういう常設ではな

いんです。常設だと、やっぱりやる人たちの負担が重いんだろうと思います。だから、週に

何曜日とか、金曜日だったか、曜日を決めてやっているそうです。 

  人口の多いところだから、それで大勢市役所に見えるから励みになっている、収入にもつ

ながっているということかもしれませんけれども、うちの町でも、収入につながるかどうか

はまだわかりませんけれども、そういうことを町民の人たちと一緒に、そういう状況を見れ

ば応援してくれる人も出てくるんじゃないかと思うんです、つくる方でも一緒に販売する方

でも。じゃ、こういうものがあるから売ってみないかとか、例えばもらってそのまま手をつ

けないタオルなんかもたくさんあると思います。花の苗なんかだったらつくっている人たち

もいますし、そういうものを役場の入り口の前に並べて売るとか、いろいろできるんじゃな

いかと思います。 

  ぜひ、まだ施設の方たちにも話を私はしていません、これ読んだだけで。静岡の樣子も聞

いていません。行政の方でも、ぜひ施設の指導員さんたちとも話し合って、何がネックにな

るのか、その足りないものをまた私たちも補っていきたいと思いますので、ぜひ活用ができ

るように、障害を持たれた人たちが明るく元気に生活している姿、それが私たちにも大きな

励ましをいただくことがたくさんあります。そういう触れ合える場所をぜひ提供していただ

きたいなと思います。再度お答えをお願いいたします。 

○議長（板谷 信君） 福祉課長。 

○福祉課長（西村 一君） 先ほど言われたとおり、その関係の団体と話をいたしまして、検
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討していきたいと思います。 

（「前向きに、ぜひお願いします」という声あり） 

○議長（板谷 信君） 副町長。 

○副町長（小坂泰夫君） まず、今の御質問の前の地名保育園の再開の関係のことで、補助金

的なそういう制約というのは現在はございませんので、それは誤解のないようにしていただ

きたい。 

  一部の保育園入所者にいろいろ状況等もお伺いしている中で、例えば保護者の方はお勤め

の関係とかそういうところで勤務地に近いところとか、そういうような選択をされている方

もおられると。そういう中では、例えば川根の方へ行かれると、いわゆる圏域外というんで

すか、自治体以外のところへ行かれている方もおられますし、そういうのは支援という形で

行っておりますし、あと、例えば徳山の方、西部の方へ行かれている方もいるとか、それぞ

れの選択があるということの中で、抽出ではありまけれども、お聞きした中では、まだそこ

への希望者が少ないというような状況もあります。 

  もう１点、障害を持たれている方の就労関連のそういうところでありますけれども、以前、

まだ就労支援事業になる前に、例えばパンとかそういうものをされるようなことはどうかと

いうようなお話もしたこともございますが、ちょっとまだ負担が大きいというようなことで

ありました。そういうことの現状の中ですと、今は陶芸とかそういうようなものを中心にさ

れているものですから、そういう場合にはギャラリーのようなところに置いていただいて、

うちの方で支援をするというほうがより効果的になるんではないかというようなお答えの中

なんですけれども、そういういろんなものを複合的に検討をされるということであれば庁舎

内をお使いいただけるのも自由かなと思いますけれども。 

  ただ、庁舎も、例えば選挙事務をそこで行うとかいろんな制約もありますので、そういう

点は御理解いただいた中でお話をいただければなと思います。 

○議長（板谷 信君） 10番、鈴木君。 

○１０番（鈴木多津枝君） ありがとうございます。 

  もう１点、子供、保育園のことで気になったことがあります。地名からもあちこちから三

ツ星保育園に来ているわけですよね。三ツ星保育園のＴの字のところ、とても混雑するし危

険なんですよ。私もおととい、議会が終わって帰りがけにちょうどお迎えの時間に出会って、

本当に４台かち合ってしまったんです。直進のと曲がりたい車と出てきたい車と、私は行き

たいしというのでお互い４台ぶつかったというか、かち合いました。ぶつからなかったけれ

ども、本当に 近はワゴン車みたいな大きい車も２台いまして、そういう状況で、これは皆

さん危ないから気をつけて通っているから事故がないのかなと思いましたけれども、できれ

ば、待っている時間も惜しいような働いているお母さんたちが多いと思いますので、もう少

しスムーズに行き来ができるように直していただきたいと 後に要望して、私の質問を終わ

ります。 
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○議長（板谷 信君） 答弁はいいですか。 

○１０番（鈴木多津枝君） あれば。 

○議長（板谷 信君） 副町長。 

○副町長（小坂泰夫君） 三ツ星保育園の出入り口のところですけれども、一部、民家のとこ

ろが非常に見通しが悪いということで、あそこを三角のところを協力していただいて直させ

ていただいた経緯もございます。それから、回転するのになかなか大変だということで、駐

車場の方も舗装整備をさせていただきました。 

  ただ、以前、一方通行というような形でいろいろ御協力をいただいたんですけれども、逆

に出ていって出口になるところが、例えば上長尾の三叉路ですか、あそこのところも非常に

危険でありますし、ずっと保育園の方を周回して細い道、薗田電気さんのところですが、そ

こへ出てきてもちょっと見通しがまた悪いということで、結果的にはやはりそちらの方へ折

り返すような形になったということです。ただ、安全のカーブミラーであるとか、そういう

ものをもう少し見直した中でいろいろ検討していければなと思います。 

  どうしても朝方は子供さんを届けてすぐ帰りたいという方々が多いものですから、そうい

う状況もあろうかと思いますので、少し例えば舗装ででこぼこをつけるとか、そういうのも

あろうかと思いますし、いろんなちょっと検討をさせていただければと思います。 

○議長（板谷 信君） これで10番、鈴木君の一般質問を終わります。 

  ここで暫時休憩いたします。11時10分まで休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時５７分 

 

再開 午前１１時１０分 

 

○議長（板谷 信君） それでは、休憩前に引き続き会議を再開します。 

  一般質問を行います。 

  11番、中田隆幸君の発言を許します。11番、中田君。 

○１１番（中田隆幸君） それでは、通告に従いまして一般質問をさせていただきます。 

  私の質問は２点でございます。 

  １点目は、平成24年度作成のハザードマップについて。大井川の増水に伴う地域のハザー

ドマップ作成、また山間地における土砂災害、孤立集落ができない迂回路の計画等、今後身

近に起こる災害に対する計画をお伺いしたいと思います。 

  ２点目でありますが、グラウンドゴルフによる町内旅館の誘客について、支援についてお

伺いしたいと思います。 

  昨年10月に商工会、観光協会、旅館組合、中部電力様、本川根グラウンドゴルフ協会が呼

びかけまして、島田市内の愛好会と中川根グラウンドゴルフ協会との親睦大会を行いました。
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翠紅苑様の協力でマイクロバスを使い、島田から送迎つきで、会場は接岨グラウンドゴルフ

会場をお借りして、そのときの優勝者へ商品に接岨温泉郷の利用回数券を渡したところ、非

常に喜んでいただきました。また、この利用券を使いまして別の機会に来ていただき、つま

りリピーターとなっていただけることを願って、少しでも誘客につながればと思います。ま

た、グラウンドを管理する団体の方にも使用料が還元でき、少しでも管理費の上乗せになる

かと思います。 

  そこで、このような計画を行う中でグラウンドゴルフ場の紹介パンフレットの作成が可能

となるか、何とか支援ができないかをお伺いしたいと思います。 

  以上２点をよろしくお願いいたします。 

○議長（板谷 信君） 中田君の質問に対し、町長の答弁を求めます。町長。 

○町長（佐藤公敏君） それでは、中田議員の御質問にお答えいたします。 

  まず、ハザードマップの作成についてであります。 

  ハザードマップの作成につきましては、平成24年度に作成する予定で当初予算の中にも計

上させていただきました。作成を予定しているものは、土砂災害に対するものと大井川の洪

水に対するものの２つを予定しております。土砂災害に対するハザードマップにつきまして

は、平成22年度に作成し各区の集会所等に置いてありますが、見る機会も少なく住民全員に

周知できていないという御指摘もございましたので、今回、地区別に１枚のマップにまとめ

印刷したものを各戸に配布をする予定でおります。 

  また、大井川の洪水ハザードマップにつきましては、全地区共通のものになりますが、県

のデータと町独自のデータにより来年度新たに作成をいたします。これについても各戸配布

を予定しております。 

  次に、土砂災害の防止につきましては、急傾斜地の崩壊防止対策、治山事業等を実施して

まいりたいと思っております。 

  次に、孤立集落ができないための迂回路等の対策でございますが、林道、作業道の建設を

計画的に進めていくことが迂回路対策につながるものとなりますので、林道、作業道の建設

についても積極的に進めてまいります。 

  なお、来年度は富沢地区への迂回路の建設を予定しているところでございます。 

  次に、グラウンドゴルフによる町内旅館の誘客についての御質問であります。 

  現在、中部電力等の協力を得て、川根本町商工会が町内の宿泊施設のグラウンドゴルフパ

ック宿泊プランの造成企画を行っております。内容につきましては、各宿泊施設が各自グラ

ウンドゴルフと宿泊のパックプランを作成し、グラウンドゴルフ協会等を通じて宣伝してい

きます。申し込みがあった場合は、宿泊施設がグラウンドゴルフ場の管理団体に連絡し、受

け入れは各管理団体が準備と片づけを行うというものです。宿泊施設はパック料金の中から

協定の金額を管理費用として各管理団体に支払うため、利用客はパック料金以外の追加料金

なしでグラウンドゴルフを楽しめるという内容になっております。 
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  実施につきましては、まず希望のありました北部地域の15の宿泊施設と３つのグラウンド

ゴルフ場で始め、以後、段階的に町内全域に広めていく計画となっております。 

  御質問の紹介パンフレットにつきましては、町内のそれぞれのグラウンドゴルフ場におい

て土地の所有者や管理方法が異なっておりますので、まず各管理団体の受け入れの意向の確

認や受け入れの条件が異なってくることが予想されますので、商工会や観光協会と連携し、

今後、グラウンドゴルフ協会と各管理団体との協議を進めていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（板谷 信君） 11番、中田君。 

○１１番（中田隆幸君） それでは、順次再質問をさせていただきます。 

  まず、一番先のハザードマップのことですが、昨年起きました15号台風の際に、うちの方

に桑野山地区というところがございまして、そこが避難場所が対岸の沢間地区の公民館と、

そこへ避難しなさいよと、こう言われたわけですが、やはり沢間の地区へ行くには大井川を

渡っていくと、こういう危険な場所でございまして、まして台風のときに傘を差して渡ると

いうのは非常に危険だと、こう思っておりますが、あの地区へ、例えば上に薬師堂がありま

すが、あの辺に避難するとか、こういったことを今後のマップ作成の中で入れていただける

ことができるかどうかお伺いをしたいと思います。 

○議長（板谷 信君） 答弁をお願いします。だれですか。建設課長。 

○建設課長（大石守廣君） 来年度作成を予定しておりますハザードマップですけれども、こ

のハザードマップは住民の皆様に土砂災害とか浸水区域をお知らせするもので、今のところ

避難場所をその地図に落とすかどうかということは決めておりませんけれども、基本的には

被害想定区域で考えております。そういった作業をしながら、避難所の変更とかそういうの

はなかなか大変かと思いますけれども、避難場所の検討もまたあわせてしてまいりたいと思

います。 

○議長（板谷 信君） 11番、中田君。 

○１１番（中田隆幸君） それこそ通告なしでいきなりこういう質問をしたのは悪かったわけ

でございますが、桑野山地区におきましては消防施設も堤防より下にあると、こういうのも

ありますので、やはり区の状況にあわせて、区長さんをはじめとする検討委員会みたいなの

を立ち上げてやっていただけることができるかどうか。これは全町にわたってですが、例え

ばうちの小長井地区によりますと、道路から川側に近い方だけ公民館へ逃げなさいよと、こ

ういうことをこの前は指示されたわけですが、ほとんど道路と平らな面があるわけでありま

して、こういう点を地域地域の方と相談しながらつくっていただけるかどうかだけお伺いし

たいと思います。 

○議長（板谷 信君） 建設課長。 

○建設課長（大石守廣君） ただいまの御質問ですけれども、地域の方々の意見を聞くかどう

かということですけれども、区長会等もございますので、そういった中で意見をお聞きする
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こともできるかと思います。 

  それと、水防委員会、水防協議会というのがございますけれども、その中では意見を聞く

予定で予算もとらせていただいてあります。 

○議長（板谷 信君） 11番、中田君。 

○１１番（中田隆幸君） ぜひともそういったことをつくって、２次災害のないようなマップ

をつくっていただければありがたいと思っております。 

  なお、旧本川根地区におきましては、川合地区というところがございまして、あそこがや

はり富沢地区と同じような迂回路のない地区でありまして、あそこに４軒ほどと、それと別

荘住宅もありますので、今後ああいうところをどういうふうにしていくかという考えがある

かどうかだけ、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（板谷 信君） まず、場所をもう少し特定できませんか。 

○１１番（中田隆幸君） すみません。川合地区といいまして桑野山から奥にあるところでご

ざいまして、あそこは西井戸さんをはじめあそこに５軒ほど。今、町営の水道も行っていな

いところでありまして、前に町の水道を引いていただきたいと言った場所であります。あそ

こが５軒ほど、それに別荘から来ているところがありまして、言いかえてみますと寸又へ行

く道路、あそこに細尾地区というのがあるんですが、その裏側になる地区で、桑野山から細

尾へ抜けるところからおりた地区がそこであります。 

○議長（板谷 信君） 答弁をお願いします。建設課長。 

○建設課長（大石守廣君） 申し訳ありません。今現在、具体的計画はございませんけれども、

一度早急に現場を見させていただきまして、検討をしてまいりたいと思います。 

○議長（板谷 信君） 11番、中田君。 

○１１番（中田隆幸君） ぜひお願いしたいなと、こう思っています。それこそ富沢地区みた

く崩落した場合には通れなくなる可能性がかなりございますので、ぜひとも一度見ていただ

いて検討していただきたいと。これは、前にも言ったデマンドバスの乗るところまで１㎞以

上歩かなければならない地区ですので、やはりああいうところを見ていただければありがた

いかなと思っております。 

  次ですが、２点目の方へ移らせていただきます。 

  グランドゴルフの誘致でございますが、これは、 初に中部電力様のグラウンドゴルフを

活用した誘客が図れないかという、未来予想図検討委員会というのが発案をしていただきま

して、商工会並びに旅館組合、観光協会でやったわけでございますが、先ほども言いました

とおり非常に好評でありまして、今月の３月12日に、やはりこれはメイプールといいまして

八木のグラウンドゴルフ場ですが、26人来て寸又へ泊まっていただいて行ったと、こういう

ことになっているんです。あそこはこのお客さんに500円いただきまして、26人ですので１

万3,000円の使用料、これが入ったわけでございます。そういうお金の積み重ねでグラウン

ドゴルフ場の管理がかなり楽になると、こういう目安のことと、旅館にウイークデー、この
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12日は月曜日でしたので、ここへ26名泊まったと。少しでも誘客ができる、こういうことが

あると。 

  こうした中で、今、昨年行ってくれました旅館に対する補助金とかこういうのがありまし

たけれども、こういうのを使いますと、今、老齢の方といいますか年金をたくさんもらって

いる方は喜んでここへ来て温泉に入り、グラウンドゴルフをやっていくと。 

  これは、島田でマラソンによるまちおこしというのをやっております。これに似た対策と

してやっていただければ、桑野山地区のふれあい広場、この管理を今、地区の方がお金を出

し合って管理している状態ですので、少しでもこれにお金が入ることにより、芝の管理の方

が助かるんじゃないかと思っております。その点を考えまして今後やっていただきたいと思

うのは、この事業は旅館が主でございますので、パンフレットの一元化といいますか一つの

パンフレットをつくっていただくと、こういうものをできるかどうかをお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（板谷 信君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（筒井佳仙君） 紹介パンフレットの件ですけれども、町内には20カ所程度、

各町民の方がその地域内で管理とかやっておられます。ただし、そこのグラウンドゴルフ場

それぞれに土地の所有者ですとか団体の考え方が違ってくると思います。例えば積極的に町

外の方をやってもらいたいと考える団体もあるでしょうし、自分たちだけでやっていきたい

というような考えの団体もあると思いますので、今後、町長の答弁にもありましたとおり、

商工会や観光協会と一緒になってそういった団体との話し合いを持っていきたいと考えてお

ります。 

  以上です。 

○議長（板谷 信君） 11番、中田君。 

○１１番（中田隆幸君） それこそ、こういうパンフレットは中部電力様からつくっていただ

いたパンフレットでありますが、今、旅館と提携しているグラウンドが旧本川根の方で３カ

所ございまして、やはりこのようなことを 初にやっていただきますと、旧中川根もグラウ

ンドゴルフ場がたくさんございます。それこそ旅館もありますので、こういうのを持ってい

って県のグラウンドゴルフ協会の方へ見せますとかなり宣伝効果になりますので、ぜひとも

こういうものをつくっていただいてお願いできんかなと、こう思っているところでございま

す。 

  それこそ今、先ほど答弁にもございましたけれども、15軒の旅館がこれをやっております。

その中の１軒が、先ほど言いましたけれども、３月12日にお客様を呼んでやって、４月には

もう１カ所やると、こう言ってだんだん人が増えてくるような、お客さんに来ていただいて、

これからここの地場産業のものを売って買っていっていただいてお土産になるとか、こうし

たことが非常に今からの誘致には一つの手段としてかなり有効ではないかと。 

  中部電力さんは、グラウンドゴルフの高校で言えば甲子園大会みたいなのをここでやりた
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いと、このぐらいの意気込みでおりますので、ぜひともお願いして、パンフレットの作成を

観光協会、商工会、また会場の方と集めて、今商工会でやっておりますが、その委員会みた

いなものを継続してやっていただければうれしいと思っておりますので、ぜひ、それをやっ

ていただけるかどうかだけちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（板谷 信君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（筒井佳仙君） 現在、商工会が計画しておりますパックプランについて、ま

だ外に公開は全くしていないんですけれども、もうどこからか情報を聞きつけた方が、こう

いうのに宿泊プランで行ってみたいというような声が既に商工会の方に来ているという状況

で、非常に今後、誘客には有効な手段だと思います。まず 初に、今回、３つの施設で始め

ましたので、それが順調にいって、それを南部地域の管理団体の人にも協力を呼びかけて町

内全域に広げていきたいと考えておりますけれども、町として協力できることはしていきた

いと思います。 

○議長（板谷 信君） 11番、中田君。 

○１１番（中田隆幸君） 前向きなことで、非常にうれしく思っております。私も今、グラウ

ンドゴルフ協会の県の理事をやらせていただいておりますので、３年前から町内のパンフレ

ットを郵送したりなんかしているんですが、グラウンドゴルフ場のパンフレットがなかった

ものですから、特にお願いして誘客には努めていきたいと、こう思っております。答弁は要

りませんが、ぜひともこういった新しい何か分野を広げて少しでも誘客をやっていただき、

また地場産業のお茶、しいたけ、いろいろなものを販売していただき、また、それを賞品に

使っていただいて拡大していくことも必要かと思いますので、その点をよろしくお願いいた

しまして私の質問とさせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（板谷 信君） 町長。 

○町長（佐藤公敏君） 答弁は要らないということでございますけれども、今、中田議員から

御提案のあったグラウンドゴルフ、これは高齢化が進む中で高齢者も取り組みやすい、老若

男女等しく取り組めるスポーツということで、これからはますますそのプレーを楽しまれる

方が増えていく状況にあるんではないかなというふうに思っております。そういうことで、

大井川流域には幾つかのグラウンドゴルフ場もございますし、それを観光に使っていこうと

いうことで、大変いい試みだというふうに思っております。 

  そういう意味で、現在、商工会ですとか観光協会から具体的にお話を私自身はまだ伺って

いないわけですが、担当とは連携もとりながら進めているんではないかというふうに思って

いますけれども、ぜひ、そういう実施主体がしっかりしたところで旅館ですとかグラウンド

ゴルフ場との連携もしっかりとった中で進めて、さらにグラウンドゴルフ甲子園にまで高め

ていっていただけるというようなプランもあるということでございますので、町としてもぜ

ひ御協力申し上げたいというふうに思いますので、またぜひよろしく進めていただくようお

願いします。 
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○議長（板谷 信君） これで中田君の一般質問を終わります。 

  続いて、６番、髙畑雅一君の発言を許します。６番、髙畑君。 

○６番（髙畑雅一君） ６番、髙畑雅一でございます。通告に従い質問をさせていただきます。 

  近、保育園から小学校の子供たちが集まって元気に遊んでいる姿というのを見ることが

少なくなりました。この子供たちが多くのことを学んで、また、いろんな体験を通して強く

成長していってほしいと思うのは、私ばっかりじゃなくて地域の皆さんもそうだと思ってお

ります。子供たちが多くの児童とともに学び、集団生活の中で社会の秩序を覚え、立派な社

会人になって育っていってほしい、そんなふうに思っております。小学校、中学校での義務

教育の方針をしっかりと持って川根本町全体の教育理念をつくり上げていく、将来川根本町

を背負って立つ子供たちのために、よい学びの環境をつくっていってほしいと思っておりま

す。保護者の皆さんや地域の皆さん、学校との話し合いを深め、小学校統合を考えていかな

ければならない、そんな時期に来ていると思っております。 

  近、中川根の３小学校において、入学する児童数が減少し、この６年間を見ると２つの

小学校においては入学児童が10人を下回る統計結果が出ております。今後、多くの小学校入

学児童が見込めない現状の中、中川根３つの小学校の学びの環境をどのように改善していく

のか、町長にお伺いをいたします。 

○議長（板谷 信君） ただいまの髙畑君の質問に対し、町長の答弁を求めます。町長。 

○町長（佐藤公敏君） 髙畑議員の御質問にお答えいたします。 

  中川根南部小学校、中央小学校、中川根第一小学校の統合についてという御質問でござい

ますけれども、近年の著しい少子高齢化の流れの中で、本町においても児童・生徒の減少は

著しく、本年度の小学校入学者は４校合わせて42名、中学校２校を合わせて48名という状況

であり、南部小学校においては本年度から２年生、３年生、児童数12人ですが、複式学級に

なり、異なる学年が同教室において学ぶという状況にあり、第一小学校においても、平成24

年度においては２年、３年、児童数15人でございますが、複式学級になることが懸念されま

した。しかし、県教育委員会による複式解消加配の教員の配置により、単学級を維持するこ

とができる見通しとなりました。さらに南部小学校においては、平成25年度には２、３年生、

児童数13人、４、５年生、児童数12人が複式学級となり、学校経営、教職員の減というよう

なことにも支障が生じることも懸念されております。 

  現在、４校の状況のもとでは、小規模校のよさを 大限に生かした学校運営を継続してい

くのか、小規模校の児童に欠けていると言われている切磋琢磨する気持ちや自分の考えを自

分の言葉で表現する力を確かなものとするため等を理由として小学校を統廃合していくのか

は、保護者の意見や地域の方々の考え方等を聞くとともに、教育委員会の方針等も伺い、慎

重かつ迅速に進めていかなければならないと考えております。 

  なお、複式学級を開設するに当たりましては、前年度から先進校である島田市立相賀小学

校の授業の様子を参観したり、保護者への複式学級への説明会を開催するなどして、複式学
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級が円滑に運営できるよう準備をしてまいりました。その結果、少人数であること、異学年

集団であるというよさを 大限に生かした授業が行われ、学校の複式学級の運営方針に沿っ

た授業が行われており、保護者からの複式学級に対しての不安や心配する声は上がってきて

はおりませんが、町においても、今後とも保護者の複式学級に対する声に耳を傾けていくと

ともに、複式学級であることにより児童の学力が低下したり学校生活に支障を来すことのな

いよう、町費において講師や支援員を雇用し、児童に対してきめ細かな指導が行われるよう

努めてまいりたいと考えております。 

  今後とも、次代を担う心豊かな児童・生徒をはぐくむため、物心両面にわたるきめ細かな

支援、援助に努めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（板谷 信君） ６番、髙畑君。 

○６番（髙畑雅一君） それでは、再質問をさせていただきます。 

  今、町長の答弁の中にございましたけれども、来年度、24年度の入学児童数を見ますと、

中川根第一小学校は10名の予定なんです。それから中央小学校が14名、それで中川根南部小

学校は７名ということで、３校合同入学児童数が24年度は31名なんです。今度は25年度につ

きましては、予想なんですけれども、第一小学校が６名、中央小学校が８名、南部小学校は

４名なんですよ。そうすると、入学児童数が18名という大変少ない現状に25年度はなってき

ます。 

  確かに複式学級で今行われている学級がいいところは多々あろうと思いますけれども、こ

ういう現状を踏まえて、２つの学級の合計数が県の方では16名以下ということで、町の方で

は特例で15名以下。15名だったら複式学級にはならないよということで認めていただいたみ

たいなんですけれども、二クラス合計が15名なら今後ともずっと複式学級にならないのか、

そのところを１点再質問させていただきます。 

○議長（板谷 信君） 教育総務課長。 

○教育総務課長（中澤莊也君） ただいまの質問についてお答えさせていただきます。 

  国の法律に基づいて、２学級で16名の場合、複式学級に国の基準ではなります。県におき

ましては、複式加配という教員の配置をしていただく中で15名までは単学級ということで認

められておりますが、現在のような状況、例えば東北大震災による復興支援とかそういうも

ので教員の加配というのが全国的にも厳しくなっている状況もありますし、県の財政課の状

況を見れば、今後、15人で複式学級に加配がつくかどうかというのは何とも言えない状況に

あります。 

  以上であります。 

○議長（板谷 信君） ６番、髙畑君。 

○６番（髙畑雅一君） 先ほどの質問の中に県では16名ということで私は質問したわけですけ

れども、今、教育総務課の課長の方からこれは国の方の基準ですよとお伺いしましたので、

その点は訂正させていただきたいと、そんなふうに思っております。 
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  確かに今後、15名あれば認められるかどうかというのはなかなかわからないと、そういう

現状の中ですので、今後とも早急に小学校の統合問題というのを検討していかなければなら

ない時期に来ていると思うんですよ。 初の町長の答弁の中には、複式学級がいいよ、いい

面もあるから、そういうことをやりながら統合というのを考えていきますよということでし

たのですけれども、検討の時期を立ち上げるということを早くやっていただきたいと、そん

なふうに思いますので、いま一度、町長の方に質問を向けさせていただきます。 

○議長（板谷 信君） 町長。 

○町長（佐藤公敏君） 複式学級でよさもあるというようなことを申し上げたかもしれません

が、必ずしも、結果としていい面もあるよという部分はあろうかと思いますけれども、本来

その、あるべき形というのは、やっぱりそれぞれの学年が１人の先生でしっかり授業時間を

生かして教えていただくというのが本来あるべき姿でありますので、複式学級でよしとする

ものではないということをまず申し上げたいというふうに思います。 

  そういう中で、今後、複式学級をなくしていくためにはどうしても統合というようなこと

を検討していかなければならない、そういう時期が既に迫ってきているというふうに認識し

ておりますので、そういう検討する場所を何とか早急に設けていかなければいけないだろう

というふうに思っております。 

○議長（板谷 信君） 教育総務課長。 

○教育総務課長（中澤莊也君） ただいま町長の答弁がございましたが、教育委員会におきま

しても、早急にやはり教育委員会としての方針というのを固める必要があるというふうに考

えております。 

  過日、２月８日でございますが、町内のＰＴＡ連絡協議会というのがございまして、その

中で、ＰＴＡの役員が参加してくださいましたので、役員の方に対して小規模校のこと、少

子高齢化のこと、複式学級のことについて質問を投げかけさせていただきました。その中で、

特別不安とか心配という声は上がってきておりませんが、ただ、少子化に伴い学級が２年生

が女子だけ、３年生が男子だけという、南部小においてそういう状況がございますので、高

学年になったときちょっと心配だよという声は上がっております。 

  中学の保護者からは、クラブ活動、例えばサッカーのスポーツ少年団に入っている子供た

ちがいますが、学校には、本川根中学校にはサッカー部がないと、やりたいけれどもサッカ

ー部に入れないと、そういう悩みを持っていて、校長先生もなかなかクラブの運営が大変に

なってくる、そういう意見が出ております。ですので、教育委員会においては２月27、28日

に、新しく教育委員が２名なられましたので、学校を視察いたしまして、学校の現況、特に

複式学級の授業の様子等を見させていただく中で、帰って今後の教育委員会の中で教育委員

会の統廃合に向けた方針というのを決めていきたいというふうに考えております。 

  以上であります。 

○議長（板谷 信君） ６番、髙畑君。 
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○６番（髙畑雅一君） 今、教育総務課長から教育委員会の中でも検討するような形をとって

いただくということで答弁がございました。それこそ今回、川根本町総合計画の後期基本計

画案という中の義務教育の今後をどのように進めていくというような計画が示されておりま

す。23年度１年間を通してワークショップや子供会議、それから町民アンケートなど１年間

審議した計画が、本議会に議案として上程されます。その中に保護者とか、それから地域の

立場とか町民ワークショップの中で出た意見として、統廃合を含めた小中学区の適正配置に

ついて町とかＰＴＡ、学校とともに検討をしていきましょうよというようなことが掲げられ

ておりますので、ぜひともそういうことに対して前向きに進んでいっていただきたいと、そ

んなふうに思っております。 

  先ほど中学校の話も出ましたけれども、中学校の適正配置についても今後検討していかな

ければなりませんけれども、まず第一に考えていかなければいけないことは、本川根に１つ

の小学校がございます。中川根にも３つの小学校がありますけれども、中川根の３つの小学

校の適正配置だと、そんなふうに考えております。大きく見るには、川根本町全体に小中学

校をどのように配備して、どのようなよい環境のもとで子供たちに勉強をしてもらったりい

ろんなことを体験してもらうかということが一番大事だと思っておりますので、川根本町の

教育方針を明確に早くつくって、川根本町の教育環境を整備していくことが一番重要だと思

っております。川根本町の教育方針ということに対して、町長、どんなふうな今のところお

考えを持っているのか、お伺いをいたします。 

○議長（板谷 信君） 町長。 

○町長（佐藤公敏君） 町長としての考えでございますけれども、学校教育、これは、人間が

育っていく過程で小学校から中学校、義務教育の過程というのは、人格が形成されていく過

程の中で も大事な時期だというふうに思っております。もちろん、乳幼児期からの家庭の

しつけですとか保育園あるいは幼稚園等の過程、地域と触れ合い、そして学校生活の中で人

間としての基本を築いていくという時期で、 も大事な時期だろうというふうに思っており

ますので、町としては、そういう人格形成の中でもちろん知的な教育水準を高めるというこ

とも大事でありますけれども、そういう期間の教育、そういう環境をどう整えていくのか、

そういう中で有能な、国際的にも頑張れる人間を育成していく。そのための基礎的な期間と

してとらえて町としても真剣に対処していかなければいけない、そう思っています。 

○議長（板谷 信君） ６番、髙畑君。 

○６番（髙畑雅一君） ただいま町長の答弁の中に、義務教育の中では勉強も大事だけれども、

人間として人格形成をする期間だよというような答弁がございました。確かに私もそうだと

思っています。義務教育というのは、勉強ばかりじゃなくて、小学校６年間、中学校３年間

において社会に出たときに１人で育っていくような環境をつくってあげる、それも大事なこ

とではないかなと、そんなふうに思っております。 

  この教育方針、また教育理念というのは大変難しいことだと思いますけれども、川根本町
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の教育方針をつくるには、また充実していくには、教育長をつくるというのが一番大事なこ

とで、今欠かせない条件になっておると思いますけれども、この点について町長はいかがお

考えですか。 

○議長（板谷 信君） 町長。 

○町長（佐藤公敏君） まさに我が町の教育方針を練っていく上で、その練るための体制をし

っかり整えるということが今喫緊の課題だろうというふうに思っております。そういう中で、

教育長が長期間にわたって不在であるという現状、これはどうしても教育を考えていく上で

その体制が整っていないということのあらわれでございますので、そういう意味で早急に教

育長をお願いするということを作業していかなければいけないというふうに思っております。 

○議長（板谷 信君） ６番、髙畑君。 

○６番（髙畑雅一君） 今、町長の言葉から一刻も早く教育長をつくるんだという提案がござ

いました。本当にこれだけは早く議会の方へ上程していただきたいなと、そんなふうに思っ

ております。今後の町の発展のために私たち、今尽力を尽くすことが努めでありますので、

次世代を担っていく子供たちがしっかりと育っていって大きくなっていくためにも、このこ

とは重要なことであり、欠かせないことだと考えておりますので、よろしくお願いしたいと

思います。 

  それこそ、今現在町長、それから議会解散のダブルリコールの選挙が行われようとしてお

りますけれども、私たち議員は今後の発展のために今何ができるのか、そして今後、町の発

展のためにどんなことができるかということを審議するのが今、私たちの使命だと考えてお

りますので、この教育問題、大変な一つの問題であると思いますので、町長の方でもよろし

くお願いをいたしまして、私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（板谷 信君） 町長。 

○町長（佐藤公敏君） 今、髙畑議員からお話のございましたように、今、大変厳しい状況の

中で18日を迎えようとしております。そういう中で、教育長人事についてなかなか申し上げ

にくいわけですが、展開が開けていくならまずは第一番にそのことを課題としてとらえてい

きたいというふうに思っていますので、また御理解、御協力をお願い申し上げたいというふ

うに思っております。 

○議長（板谷 信君） これで髙畑君の一般質問を終わります。 

  ここで休憩といたします。再開は午後１時からとします。 

 

休憩 午前１１時５２分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（板谷 信君） それでは、休憩前に引き続き会議を再開します。 
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  引き続き一般質問を行います。 

  ７番、森照信君の発言を許します。７番、森君。 

○７番（森 照信君） それでは、 後になりましたけれども、一般質問を行います。 

  初に、定住促進についてでありますけれども、これは主に空き家対策ということでやら

せていただきます。 

  町内にはかなりの空き家があります。その中には、農繁期、お盆、お正月には帰ってくる

家、また家具、道具などをそのままにして倉庫として使っているところなど、また所有者が

どこにいるかわからないなど、いろいろあります。この空き家をどのように利活用していく

かは、この町にとって大きな課題であると思われます。都会の人たちの中には、田舎暮らし

に憧れている人もかなりいるように聞いております。自分で食べられるだけの野菜をつくり

ながら住みたい、ただ田舎に住みたいなど人それぞれでありますが、定住を進めるには空き

家を利用することが大きな施策であると思います。今後どのような利活用施策を考えておら

れるか、お伺いをいたします。 

  次に、災害対策についてであります。 

  東海・東南海・南海の３連動の地震が想定されております。この地震の直接的な被害をと

らえ、国は24年８月に人や建物の被害想定をまとめ、年度内にはその対策をまとめるという

ことです。県は25年度をめどに被害想定を出していくと言われております。町として、立地

条件、地盤などいろんな条件を視野に入れ、面積の広い本町を早急に各地域地域の考えられ

る危険性を拾い出す必要があるのではないかと思います。そのような点を踏まえて、今後の

取り組みをお伺いいたします。 

  次に、森林施業制度が今後改正されます。それによって平成23年度から、国が定めた森林

林業再生プランに基づき、保育を主とする森林施業から生産を主とする森林施業に来つつあ

ります。そのため、木材の自給率50％、これは2020年までにしますけれども、国が施策とし

て上げられています。それに基づいて、県は現在27万㎥を今度は45万㎥に引き上げた資材を

設けようとしています。平成25年度から森林施業計画から森林経営計画に制度改正されます

と、この計画を樹立できない山林は手入れができずに荒廃するおそれが出てきます。町とし

ての対応をお伺いいたします。 

  以上３点についてお伺いいたします。 

○議長（板谷 信君） ただいまの森君の質問に対し、町長の答弁を求めます。町長。 

○町長（佐藤公敏君） それでは、森議員の御質問にお答えいたします。 

  １番目の質問、定住促進についてでございます。 

  議員がおっしゃるように、当町においての重要課題であることは言うまでもございません。

平成19年に策定された川根本町総合計画においても、この急速な高齢化の進行と少子化によ

る激しい人口減少の予測数値を標準的な手法により推計していますが、平成17年の国勢調査

では8,988人が、平成28年には現状のまま推移した場合7,118人と10年間で1,900人、1,870人



－120－ 

ですけれども、近く減少すると予測しております。また、５年後に実施された平成22年国勢

調査では8,072人、５年間で992人と県下で一番の減少率を示し、早急な対策が求められてい

ることは言うまでもありません。 

  この人口減少の原因は、自然減の増加のほか、若者の多様な職場環境の確保や生活する上

においてのあらゆる環境に対する多様なニーズなど、本町のような他の市町と比べ条件が不

利な地域として、解決できない様々な要因があると考えております。 

  これまでも若者定住の施策としての住宅建設等成果が上がっている事業もありますが、社

会背景の大きな変化が根底にあり、本町の産業を担う後継者を残す対策を講じていくことは

当然でありますが、直ちに効果に結びつくものではありません。 

  そんな中、近年、田舎のよさが見直され始め、田舎暮らしのニーズも高まってきており、

本町へも空き家の問い合わせも何件か来ている状況にあり、この方たちを地域一体となって

受け入れていく施策を展開し、人口減少に少しでも歯どめをかけていきたいと考えています。

具体的には空き家情報登録制度のホームページを立ち上げ、空き家情報を町外からのＩ・Ｕ

ターンを希望する方に提供しようとするものです。これにあわせ、空き家を改修する際に必

要となる費用の一部を助成する事業も推進します。少しでも移住していただきやすくするこ

と、また、改修施行業者を町内業者に限定することで地域への経済効果も図ってまいりたい

と考えています。 

  今後、空き家の情報収集は様々な形で行ってまいります。昨年の町民の皆様との意見交換

の際にも、この定住対策、人口を増やす施策の要望をたくさんちょうだいしております。今

後、町が展開する定住対策について、ぜひとも町民の皆様にも同じ思いを持って協力いただ

きたいと思います。 

  他の市町においても空き家を利用した定住対策が行われおりますが、なかなか皆さん苦労

しながら事業をやっているようです。総合計画のシンボルプロジェクトの一つに、にぎわう

町、みんなのふる里づくりを掲げ進めているところですが、定住対策は重要な課題として今

後も進めていく考えであります。 

  次に、災害対策についてお答えします。 

  地質調査や文献資料から、東海地震、東南海地震、南海地震はそれぞれ約90年から150年

の間隔で発生していることがわかっております。ほぼ同時に発生した1707年の宝永地震、マ

グニチュード8.6や、32時間置いて連動した1854年の安政東海地震、安政南海地震、ともに

マグニチュード8.4が確認されており、揺れと巨大地震津波により甚大な被害を受けており

ます。 

  今後発生が予測されている東海・東南海・南海連動型地震のうち、 大のものはマグニチ

ュード8.7、破壊領域は長さ700㎞程度となると想定され、３連動が早朝５時に発生した場合

の被害予想として、建物全壊は約55万棟、死者数は２万5,000人に上り、経済被害は約81兆

円と試算されています。 



－121－ 

  国は、昨年３月に発生した東北地方太平洋沖地震で従来の想定をはるかに超えた巨大な地

震と津波が発生したことを踏まえ、あらゆる可能性を考慮した 大クラスの巨大な地震、津

波を検討するという対策の考え方を示しました。これにより、国の中央防災会議での中間報

告では、南海トラフが連動した場合のマグニチュードは9.0になるとの暫定値が発表されま

した。 

  静岡県でも、国の想定被害を踏まえ、第３次地震被害想定を早急に見直すため、本年１月

にプロジェクトチームを発足させ、静岡県第４次地震被害想定の策定に向けて検討を開始し

ました。平成25年６月ごろには新たな被害想定が公表される予定です。 

  連動型地震が起きた場合、太平洋ベルト地域に被害が及び、地域相互の救援、支援は実質

不可能となると見られています。定例会の初日の行政報告で、安全で安心なまちづくりを目

指すための取り組みとして主な事業を報告させていただきました。想定される地震が東海地

震から連動型地震になったとしても、基本的な防災対策に変更はありません。 

  災害を軽減するためには自助、共助、公助が重要であると言われています。自助とは自ら

の命は自分で守ること、共助とは隣近所が助け合って地域の安全を守ること、公助とは行政

機関や生活の基盤となるサービス提供企業が災害支援活動を実施することです。それぞれの

考え方に沿った防災対策を推進していきます。 

  まず、自助の推進についてです。家庭内の家具転倒防止器具取りつけ、木造住宅耐震補強、

ブロック塀等の撤去を行う方に対し支援を行っていきます。 

  共助の推進については、自主防災会が防災資機材を整備することに対する支援、各地区防

災委員等防災リーダーの育成を行っていきます。 

  公助の推進については、町内12地区集会所の耐震補強工事、戸別受信機未整備世帯へ防災

ラジオの配布、備蓄用倉庫の設置、避難所となる小中学校体育館への非常用照明整備、ハザ

ードマップの作成を行っていきます。 

  いずれにしましても、新たな被害想定は現在よりも大きなものとなるものと予想されます。

それにより新たに必要となる対策については今後講じていきます。 

  現在でもそうですが、特に危惧することは、各集落単位ばかりか町全体での孤立化です。

そのため、来年度予算では、県や各地区との情報伝達体制の強化や避難所の整備、自主防災

会機能の充実を図る対策を予定しています。また、静岡市、島田市、焼津市、藤枝市、牧之

原市、吉田町と災害時の相互応援に関する協定を今後締結する予定ですが、この協定では、

災害時の物資、救出・救助、一時収容施設等について相互に応援することを目的としていま

す。こうした取り組みにより、安全で安心のまちづくりを目指していきます。 

  次に、森林施業に関しての御質問でございます。 

  平成21年12月に政府が表明した森林・林業再生プランに基づき、国の林業政策が大きく転

換しております。一言で申せば保育から生産へということです。昨年には森林法の改正があ

り、町においても川根本町森林整備計画の変更作業を進めておるところです。 



－122－ 

  森林や林業現場に も影響するのは、森林経営計画という制度ができたことであります。

森林経営計画とは、これまで当町におきましては林家単位で経営してきた林業を、いわゆる

大林班、これは小河川流域とか一定のまとまった森林と言えるわけですが、そのような面的

な管理、経営にシフトするというものであります。 

  当町では、専業林家、農家林家による保育、素材生産による林業が営まれております。こ

の形態としては、自伐、立木販売、個人や業者への請負発注、森林組合への委託などの形式

がございます。それを、皆伐以外の施業内容について、国・県・町が事業費を補助して大部

分の行為がなされているのが現状です。あくまでも森林所有者、林家の意思であります。 

  平成18年から森の力再生事業の実施、一昨年度からは提案型集約化施業の施行地が出始め、

森林組合などが森林整備を森林所有者に提案して進めてきているモデルができ始めました。

町としても、森林組合あるいは森林所有者自体も理解をして対応をしていかなければならな

いと思っております。 

  森林の管理、施業、間伐、作業路などの補助事業としましては、国庫事業による森林整備

加速化・林業再生事業、県単独事業でありますしずおか林業再生プロジェクト推進事業や森

の力再生事業など、町の森林整備計画に即して林分状況や地形などに応じた事業を選択しな

がら実施をしていきます。これらの事業は、面的なまとまりの必要がなく、個々の事業で実

施できるものであります。この事業のうち林家が独自に実施できるのはしずおか林業再生プ

ロジェクト推進事業だけとなっております。特に、自伐林家、個人などへの発注などでの整

備が進んでいくことを期待するとともに、町も森林施業に協力、支援をしていきたいと思い

ます。 

○議長（板谷 信君） ７番、森君。 

○７番（森 照信君） それでは、 初に空き家対策についてお伺いいたします。 

  この空き家対策、いい傾向でありますけれども、この提供者というんですか、ある空き家

がありますけれども、それを提供する人をどのような形で探し出すのか、その辺をお伺いい

たします。 

○議長（板谷 信君） 企画課長。 

○企画課長（羽倉範行君） 空き家の提供者の募集ということですが、売買、賃貸を希望する

空き家の募集につきましては、基本的には町のホームページや広報紙等によって行ってまい

ります。また、県の移住、定住に関するホームページとのリンクを張りまして、より広く周

知できるよう取り組んでまいります。また、お盆などの一時帰省時をねらったポスティング

など、有効な方法があれば取り入れ、物件の確保に努めていくつもりでございます。 

  しかし、ほかの市町の状況を見ましても、町広報だけでは十分な物件が集まらないという

ことも予想されます。そこで、区長様をはじめとする町民の方々にも御協力をお願いしまし

て、地域における空き家の有無や所有者に関する情報提供をお願いしたいほか、また、ケー

スによっては空き家所有者との連絡調整にも御協力をいただきたいと考えております。 
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  以上です。 

○議長（板谷 信君） ７番、森君。 

○７番（森 照信君） ホームページとかそういうものでやると、やっぱり空き家を持ってい

る人がかなり高齢の方が多いものですから、ホームページあたりは見ないというとなかなか

その辺集められないんですけれども、区長さんとか地域の人にお願いするというんですけれ

ども、その方法としてはどういうような形でやられるのか。 

○議長（板谷 信君） 企画課長。 

○企画課長（羽倉範行君） ４月になりましたら区長さんも代わりますが、その席で空き家の

数だとか空き家の状態ですか、家屋の建物の状態とか、そういったものをまた改めて把握し

ていただいて、関心を持っていただければと思っております。 

  以上です。 

○議長（板谷 信君） ７番、森君。 

○７番（森 照信君） それはまた次の後の話にしますけれども、町としてどういうような形

でかかわっていくのか、 終的に 後まで責任を持つとか、この前資料をもらった中には紹

介のみにするとかといってありますけれども、空き家バンクというのも言われておりますし、

だから、その辺を見るとなかなか言っていることとちょっとずれているような感じがするん

だけれども、その辺、どの辺までかかわってやるのか。 

○議長（板谷 信君） 企画課長。 

○企画課長（羽倉範行君） 町の係はどこまでというような御質問かと思いますが、町としま

しては、空き家物件の確保のほか、担当課内に相談窓口を設けまして、空き家購入希望者等

の相談に応じていきたいなと思っております。実際、相談の際には、希望者との面談や物件

見学等の連絡調整、それから地域の概要等の説明等を行っていくほか、契約成立後には区長

さん、地元にもあいさつというようなことも調整を行っていきたいなと思っております。 

  物件の契約業務につきましては、専門的な知識も必要となりまして、一担当課が全責任を

持って行うということは困難でありますので、町としましては契約の仲介業務、そこまでは

行わないということで、宅地建物取引業者の仲介を進めるというところでの方針でおります。

現在、まだ具体的な調整は図っておりませんが、静岡県宅地建物取引業協会しだはい支部や

全日本不動産協会静岡県本部等との協定を結びまして、空き家所有者と購入・売買希望者の

円滑な契約ができる体制を整備していきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（板谷 信君） ７番、森君。 

○７番（森 照信君） ありがとうございます。 

  そういう言葉を聞いたものですから次に移りますけれども、先ほども町長も大変重要な政

策であると言っておられましたけども、この重要な課題は、企画課ですけれども、課内で職

員配置とかどういう形をとってやられるのか、お伺いいたします。 
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○議長（板谷 信君） 企画課長。 

○企画課長（羽倉範行君） 担当課としましても、重要な施策として積極的に取り組んでまい

りたいと思っております。課内の従来までの業務の見直しと効率化を図るとともに、 重要

課題として室が一体となって取り組めるよう配慮をしていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（板谷 信君） ７番、森君。 

○７番（森 照信君） 課内全体でやると言っているんですけれども、やはりそうするとなか

なか責任というものがずれちゃう形があるんですよ。だもんで、私が言うのは、やはり課で

この人が中心になってやるんだというような方向性を決めないと、計画は立てたけれどもず

るずる何もなくて１年が過ぎちゃうというような形になるものですから、私、その辺を町長

にでもしっかりした形でやっていくんだという、その辺のことを聞きたいと思います。 

○議長（板谷 信君） 町長。 

○町長（佐藤公敏君） 今回、定住対策として空き家バンクを立ち上げようということに至っ

た背景には、ここ15年、20年見てみましてもこの地域に新しく入ってこられた方の数がある

程度見られるという現実、それから縁結び事業として進めてきましたちゃっきり娘でござい

ますけれども、この方々も毎年何名か希望があって、しかも何年かに、複数年にわたって参

加される方がいらっしゃるということ、それから緑の協力隊を見ても、皆様今年も今いらっ

しゃる方がまだしばらくいたいという希望を示しておりますし、昨年帰られた方もまたこち

らへ戻ってこられるということで、今までここにおられた方全員がこの地域にとどまる。と

いうことは、この地域には外から入ってきていただくだけの魅力が大いにあるということだ

というふうに認識しておりますので、そういうことから、こういう事業を進める中でこの地

域への理解を深めていただくとともにこの地域を発信していきたいということからスタート

する事業であります。 

  したがいまして、当面、企画課で持っている事業はいろいろございますので、専従として

いけるかどうかということはありますけれども、進捗も見ながら何とかこの事業が功を奏す

るように人事配置についても考えていきたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（板谷 信君） ７番、森君。 

○７番（森 照信君） こういう空き家というのはやはり町がやることによって借りる人も安

心するというようなところもあるものですから、ぜひとも、計画倒れにならないようにしっ

かりとした形でやっていただきたいと思います。 

  次に、災害対策についてお伺いしますけれども、災害対策というのは危険箇所がわからな

いとできないと思うんです。だもんで、危険箇所なんかを探し出すというんですか、そうい

うものはどのような形でやられるのか、お伺いいたします。 

○議長（板谷 信君） 建設課長。 
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○建設課長（大石守廣君） 危険箇所の関係でございますけれども、現在、町内を調査いたし

まして危険箇所ということで指定をしている箇所がございます。町内全部で185カ所指定を

してございます。この内訳ですけれども、土石流の危険がある地域として指定をしてある区

域が42カ所、それから急傾斜地で崩壊の危険がある区域ということで指定をしてある地域が

143カ所ございます。午前中の一般質問の中でもハザードマップの関係がございましたけれ

ども、これらについて平成24年度、ハザードマップを作成していきたいということで考えて

おります。 

  以上です。 

○議長（板谷 信君） ７番、森君。 

○７番（森 照信君） そうすると、県・国あたりは被害想定をすると言うんですけれども、

町としては被害想定というのは、あれが出ないとわからないかもしれませんけれども、ある

程度のものはこれからやっていくのか、ある程度のものを持っているのか、お伺いいたしま

す。 

○議長（板谷 信君） 総務課長。 

○総務課長（柴田光章君） 被害想定の関係の御質問でございますけれども、町長が先ほど申

し上げましたとおり、国では平成24年度に、それから静岡県ですけれども、平成25年度に第

４次の被害想定をまとめることになっております。町としましては、これを受けて町の被害

想定に対する対策をどう計画に盛り込み対処するかというような運びになります。 

  現在の町の防災計画でございますけれども、県が平成13年５月に公表しました第３次被害

想定に基づき危険度を予測し、建物などの物的被害や人的被害の試算数値に基づいて計画を

立てております。これによりますと、地震の予知なく突然地震が発生した場合、夕方６時の

想定でございますけれども、建物が2,602棟の被害、人的被害では死者268人という数値が示

されているものでございます。 

  このように、県が作成する被害想定において各市町単位の被害想定が示されます。これを

受けて町も平成25年度以降に防災計画を立てることになります。この計画では、平常時にお

ける自主防災活動や防災訓練の実施に関する注意事項や、警戒宣言発令時の対策、実際に災

害が発生した場合の対策、災害応急対策に一定のめどがたった後の復旧復興対策などを項目

別にまとめてまいります。そのような形で、町としては国・県の被害想定に基づきまして町

の被害想定を樹立して、それに基づく計画を立てていくという、そういう段取りになります。 

○議長（板谷 信君） ７番、森君。 

○７番（森 照信君） 今回の東日本大震災においては、津波の怖さというのが私どもにも映

像とかいろんなものでかなり見ましたけれども、まだまだこの地域にどのような災害が起こ

るかというのは、なかなか想定外のものも出るものですからわからないものです。その辺も、

ちょっと想定外というものですか、そういうものも、ある程度地域地域でこういう被害、災

害がありますよというのはわかりますけれども、それ以外にまた別な形で、この間、山古志
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村へ行ったときでも、土砂崩れだけ心配していたら川がせきとめられて、それで埋まっちゃ

ったというようなそういう問題もあるものですから、その辺の想定というものも今後どのよ

うに考えていられるのか、お伺いいたします。 

○議長（板谷 信君） 総務課長。 

○総務課長（柴田光章君） ただいま説明しましたとおり、町の被害想定により数字的なもの

が示されますので、それをもとに、また町の被害というか、先ほど建設課長から申し上げま

したような危険箇所、そういったものも踏まえたところで実際に町独自の判断材料を加えま

して計画を充実していくという、そういう考えでございます。よろしくお願いします。 

○議長（板谷 信君） ７番、森君。 

○７番（森 照信君） もう既に津波で被害といいますか津波が心配されるところは、吉田町

にしろ避難ビルみたいなもの、タワーというんですか、ああいうのを建てているし、西伊豆

においては道路にスプレーで海抜何ｍだというようなことを300だか400カ所だか入れてやっ

ているということでありますけれども、それは金がかかるから、地面なら四、五万円ででき

るからというような話であります。町としても、そういうものを想定するならそれなりの目

印というんですか、町民に知らせる、そういうものも、言葉だけでなくても何かできるとい

うようなものもあると思うものですから、その辺はいかがなものですか。難しいかもしれな

いけれども。 

○議長（板谷 信君） 町長。 

○町長（佐藤公敏君） 津波と違って、うちの山間部にあっては土砂災害が一番大きな災害か

なということでありますけれども、とりあえず今年度でハザードマップをつくるということ

で、危険な地域についてはマップの上にまず落とし込むわけです。それができました時点で、

場合によっては危険地域には何らかの表示をするというようなことも考えられるのではない

かというふうに思います。 

○議長（板谷 信君） ７番、森君。 

○７番（森 照信君） ぜひとも、今までのありきたりの想定じゃなくて、やはりあらゆるも

のを考えたこれから想定を、いつ起こるかわからないものですから考えていただきたいと思

います。 

  じゃ、次に今度は森林の方に移らせていただきますけれども、平成25年度から制度が変わ

るものですから、今までやられた施業計画というものが大きく変わって、先ほど町長が言い

ましたように育てるから生産の方に変わります。それだもので、間伐材の搬出というものに

おいてはかなり補助金が出るものですから、その辺はよろしいんですけれども、それに伴っ

て逆に今度は植林とか植栽、枝打ち、造林と、そういうものの補助がなくなっていくという

ことになるものですから、町でもいろいろ災害に対して木の重要性、森林防災機能の強化な

どの山地災害危険地域対策を町は進めているということであるものですから、そういうもの

の補助がなくなるとやはり荒廃森林というものが増えてきます。そして、今言ったこういう
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対策というものが進めていてもできなくなっていくというような形になるものですから、そ

の辺を25年ですから、まだ今年、24年１年ありますから、その辺の補助というものをちょっ

と考えていただきたいと思いますけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（板谷 信君） 産業課長。 

○産業課長（澤本勝美君） 森林経営計画は、平成24年度が移行期間で、平成25年度、補助金

による本格的なスタートになります。育林とか植栽、保育関係の事業の補助につきましては、

今後は森林所有者、また森林組合、町、県、農林事務所など関係機関と協議していきたいと

思います。事業を通して森林の適切な保全とか整備に取り組んでいきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（板谷 信君） ７番、森君。 

○７番（森 照信君） それこそ94％が森林の町でありますものですから、ぜひともそういう

ものの応援というんですか、支援を考えていただきたいと思います。 

  以上、割かし前向きな意見をいただいたものですから、これで私の質問を終わります。あ

りがとうございました。 

○議長（板谷 信君） これで森君の一般質問を終わります。 

  以上で一般質問を終わります。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎日程第２ 議案第２号 第１次川根本町総合計画基本構想の変更及び

           後期基本計画の策定について 

○議長（板谷 信君） 日程第２、議案第２号、第１次川根本町総合計画基本構想の変更及び

後期基本計画の策定についてを議題とします。 

  本案について第１常任副委員長の報告を求めます。第１常任副委員長、山本信之君。 

○第１常任副委員長（山本信之君） 日程第２、議案第２号、第１常任委員会報告。３月15日。 

  それでは、本定例会で第１常任委員会に付託された事件について、会議規則第77条の規定

により報告いたします。 

  ３月２日の本会議において、議案第２号、「第１次川根本町総合計画基本構想の変更及び

後期基本計画の策定について」付託を受け、３月13日午前９時10分から大会議室において審

査を行いましたので、その審査の経過と結果について報告いたします。 

  「第１次川根本町総合計画基本構想の変更及び後期基本計画の策定について」の概要につ

いて、担当課職員より説明を受けながら進めました。 

  平成18年度に策定された第１次総合計画は、10年後の町の将来像である「水と森の番人が

創る癒しの里 川根本町」、豊かな自然、お茶と温泉に彩られた、だれもが安心して暮らせ

るふるさとの実現に向けた取り組みを行ってきましたが、中長期を見通して施策の方向を明
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らかにした前期基本計画は平成23年度をもって 終年となります。 

  そのため、前期基本計画の進捗度などを検証するとともに、現在の社会情勢や実態との整

合性を図るため、基本構想の変更と後期基本計画を策定するものです。 

  担当者の説明終了後、委員から質疑が行われました。主なる抜粋しますと、Ｐ３、川根茶

と林業、ダムの町とあるが、ダムで発展したというよりは観光で発展したという方が適切。

観光の町と誤りの記載して修正してほしい。行政の自主修正とさせていただく。Ｐ12、情報

通信格差の是正と行政サービスの向上について、行政サービスをどのようにとらえているの

か。必要な人に必要なサービスを提供するととらえてほしい。 

  以上のことが確認されました。 

  審査の結果、採決を起立によって行いました。賛成全員で原案のとおり可決しました。 

  以上で審査の経過と結果の報告を終わります。 

○議長（板谷 信君） 副委員長報告が終わりました。 

  これから副委員長に対する質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありません。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第２号を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案に対する副委員長の報告は可決です。 

  議案第２号、第１次川根本町総合計画基本構想の変更及び後期基本計画の策定については、

副委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（板谷 信君） 起立全員です。 

  したがって、議案第２号、第１次川根本町総合計画基本構想の変更及び後期基本計画の策

定については、副委員長報告のとおり可決されました。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎日程第３ 議案第９号 川根本町介護保険条例の一部を改正する条例
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           について 

○議長（板谷 信君） 日程第３、議案第９号、川根本町介護保険条例の一部を改正する条例

についてを議題とします。 

  本案について第１常任副委員長の報告を求めます。第１常任副委員長、山本信之君。 

○第１常任副委員長（山本信之君） 日程第３、議案第９号、第１常任委員会報告、３月15日。 

  それでは、本定例会で第１常任委員会に付託されました事件について、会議規則第77条の

規定により報告いたします。 

  ３月２日の本会議において、議案第９号、川根本町介護保険条例の一部を改正する条例に

ついて付託を受け、３月９日午後１時から大会議室において審査を行いましたので、その審

査の経過と結果について報告いたします。 

  川根本町介護保険条例の一部を改正する条例についての概要について、担当課職員より説

明を受けながら進めました。 

  この改正は、介護保険法第117条の規定に基づき３年ごとの計画の見直しを行うもので、

平成24年度から平成26年度の第５期介護保険事業計画の介護給付費等対象サービス見込み料

に基づき、介護保険事業に要する費用に充てるために、平成24年度から平成26年度の第１号

被保険者の保険料を定めるため一部改正するものです。 

  担当者の説明終了後、委員から質疑が行われました。主な内容を抜粋しますと、特定入所

者介護サービス費、高額介護サービス費、高額医療合算介護サービス費、算定対象審査支払

手数料の算出根拠について、平成23年度見込み額にそれぞれの年度の総給付費の伸び率をど

うして算出を行った。各所得段階の割合の検討は終わったのか。全計画の割合を計画すると

ともに、第７段階、第８段階の所得金額の調整を行った。 

  以上のことが確認されました。 

  審査の結果、討論を行い、採決を起立によって行いました。賛成多数で原案のとおり可決

しました。 

  以上で審査の経過と結果の報告を終わります。 

○議長（板谷 信君） 副委員長報告が終わりました。 

  これから副委員長報告に対する質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。10番、鈴木君。 

○１０番（鈴木多津枝君） 10番、鈴木です。 
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  議案第９号、介護保険条例の一部を改正する条例に反対の立場から討論いたします。 

  今回の条例改正は、３年に１度の見直しが行われる24年度から26年度までの３年間の第５

期介護保険事業計画で、３年間の保険料を基準額で月4,360円とすることに基づく第４条の

保険料率の改定です。現在の3,530円を月額で830円引き上げ、年額では9,960円、約１万円

もの値上げとなるものです。65歳以上の町民3,390名全員に大変な負担増を強いる改定です。 

  さらに、所得が100万円から200万円としていた第７段階を、190万円までと基準額の1.5倍

となる第８段階へ引き上げる内容で、この間に入る人は基準額の引き上げに加えて所得ラン

クも基準額の1.37倍から1.5倍にダブルパンチで上がることになり、月1,704円、年額で２万

448円もの値上げとなり、 高の９段階の値上げ額月1,344円で、年額で１万6,128円より

4,000円近い値上げを強いられるものです。 

  値上げを抑えるための財源確保だと言いますが、かつて行った高額 高所得ランク1.5の

上に300万円以上を1.62とするランクをつくったような財源確保ならともかく、高額所得者

より多い値上げとなるような不公平な負担増が許されるのでしょうか。一体だれが思いつい

たのか、理解に苦しむものです。 

  介護保険制度ができたことで、家庭崩壊を起こしていた家族介護に事業者が参入し、どれ

だけ介護家族を助け、安心、人間らしい生活を保障しているか、その効果は十分認めますが、

収入が増えることのない年金暮らしの高齢者に有無を言わさない年金天引きをするこの制度

は、その後の後期高齢者医療制度や国保税でも前例となっており、何も抵抗できない制度だ

からこそ保険料の値上げは慎重でなければならないはずです。それなのに国は、公費50、保

険料50の負担割合はそのままにして保険料の１号被保険者対２号被保険者で前回19対31を20

対30に引き上げたのに続いて、今回もまた21対29に65歳以上の高齢者のところだけを引き上

げました。 

  また、国が第４期で行ってきた介護職員の賃金を月１万5,000円程度引き上げる処遇改善

交付金を３月で打ち切り、代わりに事業者へ支払う介護報酬を1.2％引き上げることにして

国の出し分を1,400億円も減らす一方で、保険料や利用料、自治体への負担も増やしました。

第５期の給付費見込み額が第４期の28億8,000万円から３億3,000万円も増えて32億1,000万

円になったのは、このような国の制度改悪が根源にあるからです。 

  サービスを使えば保険料も上がって当然と見せかけながら、実は国の負担を減らすために、

まさに年金暮らしの高齢者をターゲットにした負担増で、今回、全国的に保険料が大幅アッ

プになっている 大の要因となっています。民主党政権は、保険料アップにつながらない方

法で介護労働者の賃金を月４万円程度引き上げるという2009年の選挙公約を投げ捨てて国民

と自治体への負担にした、国民への公約違反が 大の原因となっているのです。 

  介護報酬の引き上げは、政権交代直前の自民党政権当時でも、民主党や共産党などとの野

党４党が法案を提出したのを受けて、自公政権のもとでも国が直接出すことにした交付金で

した。それなのに、民主党政権の公約違反の財政運用でさらに深刻になった財政危機を、国
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の責任を投げ捨てて国民負担増で乗り切ろうとする税と社会保障の一体改革の一環であるこ

とは明瞭で、このような弱いものいじめの悪政に対し、防波堤となって住民を守るのが地方

自治体の役目でもあるはずです。現に、いろいろと工夫をして大幅引き上げを回避している

自治体も出ています。 

  当町は、介護給付費準備基金も底を突き、繰越金もわずかしか見込めないとのことですが、

それなら、負担の限界を超えている年金暮らしの高齢者を守る方法は町独自の一般会計から

の繰り入れを決断するしかないはずです。町長は、県全体から見ても当町の保険料は高くな

いので現段階では繰り入れは考えていないと言われましたが、先ほどの一般質問でも、国保

のところで述べましたように、当町の所得水準自体が低いこの町の状況を考えれば、保険料

の額の多少の比較だけで判断はできないはずです。一般会計からの繰り入れではありません

が、給付費を少なく見積もって保険料値上げを回避することを決めた自治体に対し、ほかの

県でもこれで足りるのかといろいろ追求するそうですが、値上げをしない方針だと町長さん

が頑張っているという話も聞きました。本当にペナルティーなどがあれば、町民を守るため

にも議会も行政も一丸となって国へ抗議をするべきで、民主党政権が自らの公約を破って負

担増を押しつけているのに比べれば、どちらが罪が重いかは明らかです。 

  また、保険料高騰を防ぐには介護予防事業や福祉事業に力を入れなければならないのは当

然ですが、国は、一般会計で行わず介護保険特別会計で保険料を使って行えるように変え、

このことも保険料値上げにつながっています。予防や福祉事業は町の施策として取り組むべ

きで、介護保険でやるなら保険料負担分は一般会計から繰り入れるのが当然ではないでしょ

うか。そうしなければ、担当の職員の皆さんも保険料につながることを心配して、どんどん

必要な予防事業を積極的にやれなくなるのではないでしょうか。介護保険制度は民間に営業

として行わせるもので、事業者は経営を守るためには懸命に利用者を集めなければなりませ

ん。町が予防事業の手を抜けば、不安がいっぱいの高齢者は介護保険サービスを頼るしかな

くなります。 

  本来は、高齢になっても自立した生活を送るために、軽度のときから上手にサービスを活

用して重症にならない支援が求められ、そのための高齢者一人一人と顔を会わせた地域包括

支援センターや保健指導の重要性は増える一方です。現在も24時間対応体制をしいて限界を

超えた努力をされているこれらの担当の職員の皆さんが、安心して余裕を持って任務に当た

ることができるようにするためにも、職員を増やすことや地域のつながり、ボランティアの

育成・連携、高齢者が触れ合える場所づくりや生きがいづくりなど、町の施策としてもっと

力を入れ、重症化させない覚悟が必要です。 

  高齢者の負担は限界であることの認識が薄く、次々と高齢者負担を増やす国へ何の抵抗も

示さない町では、町民の暮らしも福祉も守れなくなることを指摘して、当条例改正に反対の

討論とします。 

○議長（板谷 信君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。７番、森君。 
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○７番（森 照信君） ７番、森です。私は、議案第９号、川根本町介護保険条例の一部を改

正する条例について賛成の立場から討論します。 

  これは、３年ごとに介護保険料の見直しということで、これまでの実績に基づき平成24年

度から平成26年度までの介護保険料を算出したものです。 

  先日の９日に第１常任委員会で、主に介護給付費の推計について、介護サービスごとに詳

しい説明を受けました。また、その内容については的確な数値の予測を立てているとともに、

そのほかの数値につきましても算定の方法やその値は適当であり、そこから導いた介護保険

料については適正なものであると考えます。 

  よって、私の賛成の討論といたします。 

○議長（板谷 信君） ほかに討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） これで討論を終わります。 

  これから議案第９号を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案に対する副委員長の報告は可決です。 

  議案第９号、川根本町介護保険条例の一部を改正する条例については、副委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（板谷 信君） 起立多数です。 

  したがって、議案第９号、川根本町介護保険条例の一部を改正する条例については、副委

員長報告のとおり可決されました。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎日程第 ４ 議案第２５号 平成２４年度川根本町一般会計予算 

◎日程第 ５ 議案第２６号 平成２４年度川根本町国民健康保険事業

             特別会計予算 

◎日程第 ６ 議案第２７号 平成２４年度川根本町後期高齢者医療事

             業特別会計予算 

◎日程第 ７ 議案第２８号 平成２４年度川根本町介護保険事業特別

             会計予算 

◎日程第 ８ 議案第２９号 平成２４年度川根本町簡易水道事業特別

             会計予算 

◎日程第 ９ 議案第３０号 平成２４年度川根本町温泉事業特別会計

             予算 
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◎日程第１０ 議案第３１号 平成２４年度川根本町いやしの里診療所

             事業特別会計予算 

○議長（板谷 信君） 日程第４、議案第25号、平成24年度川根本町一般会計予算から日程第

10、議案第31号、平成24年度川根本町いやしの里診療所事業特別会計予算までを一括議題と

します。 

  本案について予算特別委員長の報告を求めます。予算特別委員長、山本信之君。 

○予算特別委員長（山本信之君） それでは、予算特別委員会に付託された平成24年度川根本

町予算について、委員会審査の経過と結果を報告します。 

  ３月２日、３月定例会本会議終了後、特別委員会の正副委員長の選出を行い、委員長に私、

山本信之、副委員長に中野暉君が選出されました。 

  委員会審査は、３月５日から９日までの５日間、川根本町役場３階大会議室で午前９時か

ら行われました。 

  委員会では、所管課長のほか関係職員の説明を求め、平成24年度一般会計予算１件、特別

会計予算６件の審査を行いました。 

  ３月12日は、午前９時に役場本町を出発し、林道富沢線災害工事現場など町内４カ所の施

設、現場を視察しました。午後１時10分から議案第25号、平成24年度一般会計予算から議案

第31号、いやしの里診療所事業特別会計予算までの７つの予算について採決を行いました。 

  それでは、本委員会に付託された事件は審査の結果、次のとおり決定しましたので、会議

規則第77条の規定により報告いたします。 

  議案第25号、平成24年度川根本町一般会計予算は原案可決です。 

  議案第26号、平成24年度川根本町国民健康保険事業特別会計予算は原案可決です。 

  議案第27号、平成24年度川根本町後期高齢者医療事業特別会計予算は原案可決です。 

  議案第28号、平成24年度川根本町介護保険事業特別会計予算は原案可決です。 

  議案第29号、平成24年度川根本町簡易水道事業特別会計予算は原案可決です。 

  議案第30号、平成24年度川根本町温泉事業特別会計予算は原案可決です。 

  議案第31号、平成24年度川根本町いやしの里診療所事業特別会計予算は原案どおり可決で

す。 

  審査における質問、意見、要望等、全体を報告すべきでありますが、皆様のお手元に資料

をお配りしてありますので、その中から主なものを抜粋して報告をさせていただきます。 

  一般会計。３月５日月曜日、生涯学習課、９時から12時８分まで。これは歳出です。10款

４項１目社会教育総務費、13節小学校５年生県内研修事業（平成24年は生涯学習課所管）と

中学生海外英語研修事業（平成24年は教育総務課所管）の担当課が入れ替わった理由につい

て質問があり、各事業の内容を検討し、所管課の入れ替えとなったとの回答があった。 

  総務課、13時から15時11分まで。９款１項１目常備消防費、13節、救急輸送について様々

な意見が委員から出された。救急車の適正利用については総務省のホームページでＰＲ等し
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ているとの説明があり、救急車の利用については消防署と今後検討し、整備していきたいと

の回答があった。 

  出納室、15時27分から15時56分まで。２款１項４目会計管理費、８節講師謝礼は、資金管

理課運営委員会の講師謝礼であると説明があった。議員も参加されていただきたいとの要望

が委員からあった。 

  議会事務局、15時56分から16時11分まで。２款７項１目監査委員費、志太榛原管内の監査

委員研修会の現状について質問があり、現在は志太榛原管内の研修会はなく、県で行う研修

に参加しているとの回答があった。 

  ３月６日、生活健康課、９時から11時35分まで。３款１項９目後期高齢者医療費、13節人

間ドック費用助成委託料の増額について質問があり、23年度は増額補正を行い、24年度は１

泊２日コースを19人、日帰り（１日）コースを30人、脳ドック検査を26人分で計上したとの

回答があった。 

  建設課、14時50分から16時15分まで。８款２項１目道路維持費、15節、箇所づけがない予

算部分について質問があり、地区からの要望や緊急な要望箇所に備えるための予算であると

回答があった。 

  ３月７日、企画課、９時から11時10分まで。２款２項４目環境企画費、大井川の水利権更

新時期について質問があり、平成30年３月に大井川、大間、湯山、12月に湯山の各発電所、

平成31年に久野脇（塩郷ダム）、川口発電所、畑薙第１、第２であるとの回答があった。 

  商工観光課、13時から16時10分まで。７款１項３目観光費、13節、寸又峡露天風呂の改修

計画について質問があり、泉質はよいが建物が古く狭いので整備して今より利用しやすいも

のとなるよう、24年度で計画を策定するとの回答があった。 

  ３月８日、福祉課、９時から10時55分まで。３款２項２目児童福祉施設費、20節徳山聖母

保育園運営費の増額について質問があり、23年度41人が24年度は44人に増えた。藤川保育園

が廃園になり零歳児を預けることができるため、希望者が多くなったとの回答があった。 

  税務課、13時から14時まで。２款３項２目賦課徴収費、19節、算出根拠と実績について質

問があり、移管５件、滞納額343万6,416円に対して収納は116万円との回答があった。 

  産業課、14時20分から16時５分まで。６款２項２目林業振興費、８節有害鳥獣捕獲報償金

の１件当たりの単価は、猿が２万円、イノシシが１万円、シカが5,000円であるとの説明が

あった。 

  ３月９日、教育総務課、９時から11時43分まで。10款３項２目教育振興費（中学校）、13

節海外英語研修事業委託料については、英語力の一定基準を満たしている生徒については補

正してでも増員を考えている。今年度は50名中18名を予算化しているとの説明があった。 

  特別会計、３月６日、国民健康保険事業特別会計、11時35分から12時15分まで。それで、

午後１時から２時12分まで。２款２項１目一般被保険者高額療養費、高額療養費が増えてい

ることに関して、今後一般会計からの国保特会への繰り入れを考えてほしいとの意見が委員
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からあった。町長から、基本的には特別会計の中で処理できるような仕組みをまず考えてい

かなければならないと思うとの回答があった。 

  後期高齢者医療事業特別会計、14時13分から14時21分まで。１款１項１目後期高齢者医療

広域連合納付金、19節、対象者の人数と１人当たりの納付金額について質問があり、2,294

名で１人当たり３万7,163円との回答があった。 

  いやしの里診療所事業特別会計、14時21分から14時40分まで。１款１項１目一般管理費、

１節、医師に支払う金額は幾らかとの質問があり、２節、３節、４節は看護師を含む金額で

あり、医師募集時は年額報酬1,800万円から2,000万円まで提示しているとの回答があった。 

  簡易水道事業特別会計、16時25分から16時53分まで、２款１項１目水道維持管理費、13節、

水源地の落雷の対策について質問があり、24年度に防雷対策業務委託料を新規計上し、対策

を検討し計画をつくっていきたいとの回答があった。 

  ３月７日、温泉事業特別会計、16時10分から16時28分まで。３款１項１目基金積立金、過

去に基金の取り崩しがされていないように見受けられるので、今後検討をしてほしいとの要

望が出された。 

  ３月８日、介護保険事業特別会計、10時55分から11時49分まで。１款３項２目介護認定審

査会運営費、１節、構成員は医師３名、歯科医師２目、その他看護師、ケアマネなど11名と

の説明があった。 

  以上、審査内容を抜粋して幾つかの報告をいたしました。 

  これで、予算特別委員会の審査報告を終わります。 

  審査を行うに当たり、各課長並びに関係職員の皆様にはわかりやすい説明をいただき、ス

ーズに委員会を行うことができましたこと、心より感謝申し上げます。 

  また、町長、副町長にも連日御出席をいただき、誠にありがとうございました。 

  特別委員会の委員の皆様からは、活発な意見、要望などが出され、大変有意義な委員会で

あったと思います。 

  皆様の御協力により、予定どおり委員会を終了することができましたこと、改めて深く感

謝申し上げます。 

  以上、予算特別委員会の報告を終わります。 

○議長（板谷 信君） これで予算特別委員長報告を終わります。 

  予算特別委員会は議長を除く全議員が所属となっておりますので、委員会審査の経過と結

果に対する質疑は省略します。 

（「議長、１カ所訂正を」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 10番、鈴木君。 

○１０番（鈴木多津枝君） ２ページなんですけれども、真ん中辺の救急車のところなんです

けれども、常備消防費の救急搬送についてという下の段、「ページでＰＲ等しているとの説

明があり」、その後「救急車の利用については」じゃなくて、予備車の配置のことを私は言
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ったんですよ。「消防署と今後検討し、整備していきたいとの回答があった」ということで、

救急車の配備なんです、利用ではなくて。利用の仕方じゃなくて配備。もう１台、２台目を

置いてほしいということを言いました。 

○議長（板谷 信君） 鈴木議員、それでは取りまとめのところで間違っていたと。 

○１０番（鈴木多津枝君） そうですね。 

（「読み間違いじゃないんですか」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 読み間違いではなくてね。 

○１０番（鈴木多津枝君） はい。ということを、経過についてどうしてこういうふうになっ

たかなというのは聞かなくてもいいけれども、一応、多分私の発言だと思いますので。 

○議長（板谷 信君） 委員長、まとめる部分が勘違いしたような形でまとまっていたのか、

ここに書いたとおりの確認の上でまとめたのか、そこのところだけ回答してくれれば。 

○１０番（鈴木多津枝君） 確認をしてからでもいいです。私はこういう記憶が。 

○議長（板谷 信君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時３６分 

 

再開 午後 ２時４６分 

 

○議長（板谷 信君） 会議を再開します。 

  ただいま休憩前に10番議員から、委員長報告の中に若干不正確な部分があるのではないか

というような意見がありました。これについて委員長より答弁をお願いします。 

○予算特別委員長（山本信之君） そのままで、やっぱり、「救急車の利用については消防署

と今後検討し、整備していきたい」との回答でいいです。 

○議長（板谷 信君） 文面はそのままということの回答がありました。 

  これから議案第25号、平成24年度川根本町一般会計予算について討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。10番、鈴木君。 

○１０番（鈴木多津枝君） 10番です。原案に反対の立場で討論をいたします。 

  昨年、町のブロードバンド整備事業で、住民投票で決めてほしいという有権者の３分の１

を超える署名を添えた直接請求を議会が５対６で否決して以来、当町は町長解職、議会解散

を求めるダブルリコール請求の渦に巻き込まれ、今まさに住民投票の真っ 中で、しかも、

議会は解散すべきと主張されていた４議員が、解散する必要はないという議会の弁明書が可

決したことで辞職され、中澤議員も体調不良で長期欠席のもと、本日は調子がいいのか出席

されていますけれども、実に12人中５人が欠けるという異常な状況で、３月議会予算審査を

会期も通常より１週間ほど縮めて、準備もまとめも十分な時間がとれない超特急の日程のも
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とで、それでも局長の配慮で委員会審査だけは例年どおりの時間を確保して、24年度予算審

査だけは７人しかいない議員の少ない質疑に支えられて実にスムーズに進みました。 

  重要な３月議会がこのような状況でよいのか、新しい議会で十分な審査をやるべきではな

いかと何回も疑問を抱きましたが、議会の早期解散請求を否定し続ける議員が多数を占める

以上、私もやめるわけにはいかないと可能な限りの時間を割いて対応しましたが、準備が間

に合わなくて、ただ審査に臨んだところも幾つかありました。 

  そういう不安定な状況で、行政の職員の皆さんは住民や議会のあらしに翻弄されながらも

平静を保ち、冷静に３月議会に対応されたことに心から感謝とお礼を申し上げます。 

  24年度一般会計予算は、20年度から行われた政権交代に関係した国の経済対策関連や生活

環境対策などのいろいろなばらまきも終わり、23年度予算より額にして１億3,200万円、率

にして2.3％減の55億1,300万円の縮小予算となっていますが、消防費や教育費、災害復旧費

では少し増え、それ以外ではすべての款で減額しています。昨年の東日本大震災による膨大

な復興費用の必要や国勢調査による人口が５年間で900人の減少だったことなどで地方交付

税の減額が心配されましたが、大きな影響はないとのことで、１億円増額して予算計上し、

交付税の代わりの臨時財政対策債も８割方の３億5,000万円が計上され、基金取り崩しも５

億円余の計上、繰越金も例年どおり１億円計上するなど、かなり余裕のない財源計上で、本

年度のように大きな災害が幾つも起きただとか何か緊急な支出が生じた場合、大丈夫かと少

し心配になるところがあります。 

  それだけに、不要不急の事業になっているかが問われるわけですが、特に大きな事業はな

い代わりに、土木費でも農林事業費でも商工観光費でもほぼ例年どおりの事業を計上し、町

長の提案理由の説明にもあるように、東日本大震災や河川災害などを教訓に災害対策や住民

生活に密着した、例年以上に町民の要望にこたえた内容の予算になっているという点は評価

いたします。 

  また、佐藤町長になって特に力を入れている中学卒業までの子供の医療費無料化や、子宮

頸がんワクチンやインフルエンザ予防接種など各種予防接種の補助拡大は大いに評価できる

ものです。 

  しかし一方で、インフルエンザ予防接種が、23年度は自己負担がゼロだった60歳から64歳

までの非課税世帯や65歳以上の方を自己負担500円にしているのは、70％を超す高齢者の予

防接種率を引き下げ、予防に逆行するのではないでしょうか。500円くらい大した額ではな

いと考えたのかもしれませんが、むしろ30万円ほど負担増で30万円ほどの収入になりますが、

これがなければやっていけない額ではないはずです。 

  総務費の１款８項自治会振興費に、集会所の耐震工事を全額町費で実施する町所有15カ所

で4,375万4,000円、地区所有の集会所７カ所で1,544万6,000円が計上されています。災害時

には住民の避難場所となる重要な施設で、大変評価できますが、そのように行政が責任を持

つべき公共施設である集会所の修理や建物保険料には相変わらず地元負担が発生しているこ
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と、さらには大規模修繕で上岸集会所に1,330万円の補助が計上されていますが、３分の２

の補助なので、これから計算しても地元負担は665万円にも上ります。狭過ぎて住民が入れ

ないので増築するとのことですが、数年前に建て替えたもので、やはりそのときも１戸当た

り平均して20万円ぐらい負担をするよという話を聞いております。それ以上大きくすると負

担に耐えられないために規模を抑えたのではないかと想像します。 

  このように、町がやるべき施策には地元負担が生じない工夫をしないと、避難所さえ確保

が難しいのではないでしょうか。 

  ２項企画費の５目情報政策費、９節旅費に先進地視察に行くための交通費18万8,000円が

計上され、情報基盤整備について庁舎内職員による検討を進めるとの説明でしたが、このこ

とで混乱を招いた今までの経過を見れば、行政が計画し決めて進めるというやり方ではもう

住民が納得しないことは明らかです。町が独自で運営する光ケーブルはだめだと事業がとめ

られたのであり、だからといってやらなくてよいというわけでないのは、住民投票が二者択

一だから住民の気持ちがわからないと否決し、広範な意見が聞けると胸を張る住民アンケー

トに寄せられた意見からも明らかです。 

  地域格差の是正も急ぐ必要があり、高速インターネットを希望する人へ情報基盤整備をど

うするのかは、庁舎内職員だけで進めるのでなく、関心の高い住民を巻き込んで早急に対策

委員会を立ち上げ、オープンで検討を進めるべきだと思います。 

  ３款３項１目災害救助費で、14節に孤立した富沢地区支援ということで140万円、20節に

民間住宅を借りた人への家賃補助として180万円が計上されましたが、もう半年以上も苦し

い生活を、集落で力を合わせ助け合って乗り越えておられます。今一番欲しいのは何といっ

ても車が通れる道の確保だと現地の皆さんは言われます。本当にそのとおりで、歩道が確保

できても、もし火事になったらとか救急車が必要なときはとか万一亡くなる人が出たらどう

するんだなどなど、地元の方々の不安は絶えません。せめて、工事用仮設橋は町が責任を持

って管理するからと県に撤去を延ばしてもらう交渉に、国会議員、県会議員などにもお出ま

し願って取り組むべきではないでしょうか。 

  ６目環境衛生費、19節の細節24で猫避妊去勢手術費用助成金が昨年創設されましたが、98

万円の予算から77万2,000円に今年は減額しています。対象の猫がいないわけではなく、補

助制度ができてもまだまだ自己負担が高くて、やりたくてもできないのが現状です。予算が

余ったといって減らすくらいなら、補助率を上げて少しでも使いやすくするべきではないで

しょうか。 

  ６款１項９目の自然休養村運営費の耐震補強計画設計業務委託料880万円も、どれだけの

工事になるかは設計をやってみないとわからないとの答えは納得できません。 

  ７款１項２目の商工業振興費、19節で、高齢者や商店に好評だったプレミアム商品券

1,048万円がなくなり、商工業者の命綱である利子補給３件が計210万円で同額なのは残念で

す。好評な住宅リフォーム推進事業補助が1,200万円から1,500万円に増額しているのは評価
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しますが、新規のおもてなしの店づくり整備事業費補助金1,000万円や継続の売れるものづ

くり支援事業費100万円など、商工会などから上がったことではなく、関係者との十分な協

議が必要だと思います。 

  ９款消防費で、ようやく防災ラジオを戸別受信機未設置世帯1,400戸へ整備する予算が計

上されました。避難所となっている小中学校体育館への発電機整備も大いに評価できます。

デジタル移動通信システム設備設計業務委託料1,250万円は同報無線のデジタル化ですが、

整備方法などもっと丁寧な説明をして、意見を酌み上げて進めるべきと思います。 

  10款教育費は、前年度より5,000万円以上も予算が増えた数少ない款の一つですが、その

中で、１項３目21節奨学金貸付金が60万円のまま、利用者も少なく２人だけで、１人月１万

円の貸し付けではお小遣いの足しぐらいにしかならず、大学へ行く経済支援としては余りに

もお粗末です。もっと額を上げて、子供たちに学ぶ機会を提供できる制度とするべきです。

また、中学２年生のカナダ英語研修も、英語学力アップに力を入れると目的を変えて社会教

育担当から中学校の義務教育費の方へ移動になりましたが、予算は今までと同じ18人分の

660万円です。義務教育の機会均等の立場からも、希望する生徒にはできる限り公平な機会

を保障できるよう、子供の未来にかける予算を増やしてほしいと思います。 

  まとめる時間もなく、たくさんの意見や要望がある中で絞るのは本当にやっとの思いです

けれども、評価することの方がはるかに多い24年度予算にあえて反対するのは、今まで言い

続けてきたこと中でも、どうしても直してもらいたいと言わなければいけない幾つかのこと

があったからです。 

  その一つに、先ほど勘違いしていたんですけれども、救急車の予備車が廃止されて救急車

が１台になり、町民の不安が高まっているということに対して、委員長の報告では、私が発

言したことは報告されなくて、その前の髙畑議員が発言したことに対する課長の答弁という

より、むしろ課長が私の質問に答えていなかったということで、利用については、消防署と

今後検討し、整備していきたいという回答があったというふうに、これは委員長の責任では

なくて、テープを起こしたものを先ほどみんなで確認しましたけれども、結局、私が言った

ことには答えていなかった、私はぬか喜びをしたんだということで、反対討論には 初入れ

なかったんですけれども、ここにどうしても、町民の皆さん方から救急体制が本当に不安だ

と、救急車をもう一台増やしてほしい、特に奥の方へ置いてほしい、そういう意見がたくさ

ん来ていますので、つけ加えさせていただきます。 

  これまでも、多くの意見に耳を傾けて、行政の職員の皆さんが町民に喜ばれる行政、安心

して住み続けられるまちづくりを進めてくださったことに心から感謝いたします。そしてこ

れからも、町の主人公は町民であることを忘れないで、温かい、夢のあるまちづくりを進め

てくださることを切に要望いたしまして、私の反対討論といたします。 

○議長（板谷 信君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。11番、中田君。 

○１１番（中田隆幸君） 11番、中田です。 
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  議案第25号、平成24年度川根本町一般会計予算に賛成の立場から討論をします。 

  本年度の総額予算は55億1,300万円、前年度より１億3,200万円の減額予算ですが、今年度

の予算編成を見ますと、昨年襲来した台風災害の復旧工事、今後起きかねない災害に向けて

の対策費、健康で過ごしやすいための保健、医療、福祉の充実、特にインフルエンザの接種

費用の乳幼児から高校生は無償、19歳から高額者までの医療負担の軽減はされております。

ワクチン、がん検診費用の負担など安心・安全のまちづくりの配慮があり、また町内の商工

観光業、農業においては、おもてなしの店づくり整備補助金の創設、お茶の市場開発調査推

進事業、茶業推進対策費等は昨年より増額しております。林業では、林道費の増額、町内産

木材利用の住宅建設への補助制度の増設、また本町への定住者促進のための空き家バンクの

開設、空き家改良補助制度など、減額予算の中に町の先を見込んだ予算があることを思い、

私は賛成の立場から討論とさせていただきます。 

  以上です。 

○議長（板谷 信君） ほかに討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） これで討論を終わります。 

  これから議案第25号、平成24年度川根本町一般会計予算を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  議案第25号、平成24年度川根本町一般会計予算は、委員長報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（板谷 信君） 起立多数です。 

  したがって、議案第25号、平成24年度川根本町一般会計予算は、委員長報告のとおり可決

されました。 

  これから議案第26号、平成24年度川根本町国民健康保険事業特別会計予算について討論を

行います。 

  討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第26号、平成24年度川根本町国民健康保険事業特別会計予算を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案に対する委員長報告は可決です。 

  議案第26号、平成24年度川根本町国民健康保険事業特別会計予算は、委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は起立願います。 
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（賛成者起立） 

○議長（板谷 信君） 起立全員です。 

  したがって、議案第26号、平成24年度川根本町国民健康保険事業特別会計予算は、委員長

報告のとおり可決されました。 

  これから議案第27号、平成24年度川根本町後期高齢者医療事業特別会計予算について討論

を行います。 

  討論はありませんか。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。10番、鈴木君。 

○１０番（鈴木多津枝君） 10番、鈴木です。議案第27号、後期高齢者医療特別会計予算に反

対の立場から討論を行います。 

  毎回述べていることですけれども、反対といいましても当会計は町に裁量の余地がほとん

どないもので、あるとすれば保険料の普通徴収者に対して保険料徴収における納付相談を手

厚く温かな対応をして、短期被保険者証や資格証明書の発行にならないよう努力することが

できるかどうかぐらいです。とはいいましても、普通徴収者は介護保険同様、年金が月額１

万5,000円以下の人と75歳になった年の人だけで、それでも当町は22年度決算で滞納額が40

万円余あり、不納欠損も２人で3,190円行っています。窓口で10割負担を一たん払わなくて

はならなくなる資格証明書の発行は今のところないとのことで、ほっとしていますが、年金

が月１万5,000円以下の人たちが保険料が払えなくて当然という状況なのに、このような資

格証明や３カ月間で期限が切れ滞納していることが明らかにわかる短期被保険者証などを高

齢者へ出すこと自体、受診抑制を促すもので、重症化、手遅れの実例が全国では後を絶たな

いという大きな社会問題として報道されています。 

  また、この制度は、平成20年４月より始まった75歳以上の医療費がかかる高齢者全員を後

期高齢者として都道府県単位の広域連合に囲い込み、65歳から74歳までの前期高齢者と名づ

けた世代でも一定の障害を持っておられる医療費がかかる方も囲い込んで、かかった医療費

を現役世代の医療保険料に別立てで加算して毎年負担額を引き上げて、高齢者が増えるとこ

んなに医療費がかかるということを見せつけるだけでなく、高齢者に差別医療と際限ない負

担増を持ち込んだ、世界にも類を見ない冷たい親不孝制度です。 

  75歳以上のいわゆる後期高齢者には医療費の１割を負担させ、県単位の広域連合で運営し

ていますが、議員は少なく、協議の中身は全く報告されません。保険料は２年に１回見直し

とされており、民主党は、政権に着く前、公約で廃止を掲げて政権交代の大きな要因となり

ましたが、政権に着いても廃止を先延ばしにしたまま、政権交代後の22年度に続いて24年度

は２度目の見直しが行われ、全国的に負担の限界である低所得者の高齢者への保険料値上げ

が行われることが問題になっています。 

  静岡県でも、均等割が３万6,400円から３万7,900円に1,500円値上げとなり、所得割でも

7.11％が7.39％に0.28％の値上げとなります。高齢者の医療費が県平均より20％以上も低い
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当町では、制度開始時に激変緩和策として６年間で県平均の保険料に到達するよう低い保険

料が設けられましたが、今ではそのことがあだになって、今回も均等割で県の1,500円の値

上げに対して当町は2,626円の値上げ、所得割でも県の0.28％値上げに対して当町は0.51％

もの値上げで、他市町より大きな値上げ額となり、24年度予算の介護保険料徴収額が683万

円も増額になっています。 

  当町の75歳以上の１人当たりの医療費は、今でも県下で一番低い状況です。小さな町だか

らこそ、顔が見える保健福祉事業の取り組みが効果が上がっており、所得水準が低い高齢者

が多い町にとって値上げは重大な問題なのに、議員も出せない、声も届かない広域連合でこ

のような重大な問題が協議されていないのは、制度そのものの欠陥としか言いようがありま

せん。 

  高齢者の負担は限界を超えているというのはだれもが認める常識です。当町でも受診抑制

方向と重症化による医療費の増加傾向があらわれており、少しぐらいぐあいが悪くても我慢

して暮らしておられる高齢者が増えていることが想像されます。 

  当会計は、広域連合で決められた保険料を集めて広域連合へ納めるだけの会計とはいえ、

町の担当者の努力の結果も町民の健康維持の努力も何ら反映されることなく、当町の行政も

議員もだれ一人参加することのできない、高齢者本人の声も届かない広域連合で機械的に保

険料が決められる冷たい制度です。一日も早く廃止して国保へ戻し、年をとっても家族の一

員として、切り離すことなく、だれもが安心して早期受診、早期治療ができる制度になるよ

う、当町も行政、議会協力して国へ声を上げることを求めて、当会計の反対討論とします。 

○議長（板谷 信君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。１番、中野君。 

○１番（中野 暉君） １番、中野でございます。私は、議案第27号、平成24年度川根本町後

期高齢者医療事業特別会計予算につきましては、賛成の立場から討論をいたします。 

  平成20年度から開始された医療制度で、国の制度のもと、広域連合からの保険料等負担金

をもとに予算化しているものであり、支払う金額は実績に基づく保険料で、保険基盤安定負

担金でございます。安定した医療制度について、現行の制度のもと、後期高齢者医療事業特

別会計予算は適正に予算化されているものであり、妥当なものと認め、原案に賛成といたし

ます。 

○議長（板谷 信君） ほかに討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） これで討論は終わります。 

  これから議案第27号、平成24年度川根本町後期高齢者医療事業特別会計予算を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案に対する委員長報告は可決です。 

  議案第27号、平成24年度川根本町後期高齢者医療事業特別会計予算は、委員長報告のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 
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（賛成者起立） 

○議長（板谷 信君） 起立多数です。 

  したがって、議案第27号、平成24年度川根本町後期高齢者医療事業特別会計予算は、委員

長報告のとおり可決されました。 

  これから議案第28号、平成24年度川根本町介護保険事業特別会計予算について討論を行い

ます。 

  討論はありませんか。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。10番、鈴木君。 

○１０番（鈴木多津枝君） 10番、鈴木です。議案第28号、平成24年度川根本町介護保険事業

特別会計予算に反対の立場から討論を行います。 

  議案第９号の介護保険条例の改正で、国の制度改正で高齢者への負担増を求める許しがた

い内容や、給付費見積もり毎年１億1,000万円も増えるという見積もりをしていること、町

の保健、福祉、予防事業として取り組むべき地域支援事業に貴重な保険料を充てながら、大

幅値上げとなることを回避するためには町独自の一般会計繰り入れを行わないことなどを述

べて反対しました。今朝の一般会計からの繰り入れで値上げ回避をとの一般質問でも、相変

わらず町長は、一般会計の繰り入れは保険制度の中で適正にやるべきだという答弁がありま

した。国保の質問でしたので少し違うかもしれませんけれども、一般会計繰り入れに対する

町長の考え方というのは、やはり保険制度は保険制度の中で負担を適正に求めて運営してい

かなければならないという考え方だということがわかりました。 

  そのため、制度開始時に基準額で月2,400円だったのが、10年たった今回、基準額で県平

均よりも大きい値上げ幅となり、隣の島田市に比べても２倍以上の値上げ幅となると聞いて

います。所得が190万円から200万円の今第７段階の人を第８段階に移すことで、月額で

1,704円の値上げ、年額で２万448円もの値上げとなる、 高９段階で年額１万6,128円より

4,000円近くも多い値上げとなるということを先ほども指摘しましたけれども、前回の改定

では、 高所得ランクを1.5倍と決めてある基準の保険料率に当町は1.62倍を設けて財源確

保を図った、その前回の改正に比べると、高額所得者より多い値上げとなるような不公平な

値上げをどうして行うのか理解できないことは、先ほどの条例改正でも述べたとおりです。 

  24年度予算の保険料額は、特別徴収で１億3,981万円から１億6,537万円に2,556万円も増

え、普通徴収でも、23年度は22年度より50万円減っているにもかかわらず24年度は80万円も

増える予算が計上されています。65歳以上の町民3,394名全員に大変な負担を強いるもので、

今回の大幅引き上げの原因となった介護給付費も3,000万円近く増えていますが、国・県支

払基金の負担額は反対に減らしているというのは理解できない予算計上であり、やっぱり、

本気で給付費増を考えているのではなく、過大見積もりをしているからなのかなと考えざる

を得ません。 

  国が高齢者に負担増の照準を当てた制度改悪を進める中で、介護保険制度でも国は介護職



－144－ 

員の賃金を月１万5,000円程度引き上げる処遇改善交付金を３月で打ち切り、国の負担から

介護報酬の1.2％の引き上げに切り替えました。このため、国の出し分が１億4,000億円も減

る一方で、保険料や利用料は町の自治体の負担が増えることになりました。 

  また、現役世代から批判が出ないよう半分を１号被保険者と２号被保険者の保険料で見る

ところで、負担割合を20対30から21対29に65歳以上の高齢者のところを増やしました。給付

費の増加は、サービス量の増加だけでなく、介護報酬の引き上げも大きな要因になっている

ことが明らかです。 

  このような国のお年寄りいじめの政治に抵抗するには、保険料高騰を防ぐために介護予防

事業や福祉事業に力を入れなければならないのは当然ですが、国の言いなりに保険料を使っ

て行う予算では担当職員も積極的にできないのではないでしょうか。24年度予算でも、地域

支援事業、１項の介護予防事業費は23年度より７万2,000円しか増えていないのに、保険料

である一般財源は８万4,000円も増額しています。また、２項の包括的支援事業任意事業で

は、事業費を９万9,000円減らしているにもかかわらず、保険料である一般財源は18万円も

増やしています。国が補助率を20％から21％に上げたためとの説明でしたが、ここには職員

の人件費も入っており、保険料が町職員の人件費にまで使われていることは、人件費は全額

町から繰り入れるという約束さえも守られていないことではないでしょうか。 

  保険料を増やして充てながら、肝心のサービスである扶助費では47万1,000円減額で、福

祉介護手当は657万円から618万円に39万円減額、老人生活用具給付費８万2,000円もゼロに

なる中で貴重な保険料を前年より多く充てるなど、これで担当の職員の方が心置きなく十分

な予防活動に取り組めるか、大いに疑問があります。予防や福祉事業には一般会計繰り入れ

を行うか町の施策として取り組まないと、保険料を使うからと担当者の気持ちに抑制がかか

り、必要な事業や新しい事業を積極的にやれなくなるのではありませんか。町が予防事業の

手を抜けば、不安がいっぱいの高齢者は介護保険サービスを頼るしかなくなります。自立し

た生活を送るために、軽度のときから上手にサービスを活用して重症にならない取り組みが

必要で、そのためには高齢者一人一人と顔を合わせた地域包括支援センターや保健指導職員

の責任は重要で、これからもますます増える一方です。 

  現在も24時間対応体制をしいて限界を超えた努力をされているこれらの担当職員の方々が、

安心して余裕を持って任務に当たることができますよう、職員を増やすことや地域のつなが

り、ボランティアの育成、連携、高齢者が触れ合える場所づくりや生きがいづくりなど、町

の施策としてもっと力を入れ、重症化させない覚悟が必要です。先ほどの介護保険条例改正

のことと同じ、 後の討論の締めになりましたけれども、そのような姿勢も見えない、高齢

者の負担は限界であることの認識も薄い、次々と高齢者負担を増やす国への何の抵抗も示さ

ない、介護予防事業予算も削減している当予算には賛成できないことを明らかにして、反対

討論とします。 

○議長（板谷 信君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。７番、森君。 
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○７番（森 照信君） ７番、森です。私は、議案第28号、平成24年度川根本町介護保険事業

特別会計予算について、賛成の立場から討論いたします。 

  これは、介護給付費の推計値や保険料については、さきの条例一部改正の中で述べました

ように、その方法や算定の仕方は適当であります。また、サービス等においては過去の伸び

率等を参考に予算化されているものであります。 

  以上のことにより、私は賛成の討論といたします。 

○議長（板谷 信君） ほかに討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） これで討論を終わります。 

  これから議案第28号、平成24年度川根本町介護保険事業特別会計予算を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案に対する委員長報告は可決です。 

  議案第28号、平成24年度川根本町介護保険事業特別会計予算は、委員調報告のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（板谷 信君） 起立多数です。 

  したがって、議案第28号、平成24年度川根本町介護保険事業特別会計予算は、委員長報告

のとおり可決されました。 

  これから議案第29号、平成24年度川根本町簡易水道事業特別会計予算について討論を行い

ます。 

  討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第29号、平成24年度川根本町簡易水道事業特別会計予算を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案に対する委員長報告は可決です。 

  議案第29号、平成24年度川根本町簡易水道事業特別会計予算は、委員長の報告のとおり決

定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（板谷 信君） 起立全員です。 

  したがって、議案第29号、平成24年度川根本町簡易水道事業特別会計予算は、委員長報告

のとおり可決されました。 

  これから議案第30号、平成24年度川根本町温泉事業特別会計予算について討論を行います。 

  討論はありませんか。 
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（「討論なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第30号、平成24年度川根本町温泉事業特別会計予算を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  議案第30号、平成24年度川根本町温泉事業特別会計予算は、委員長の報告のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（板谷 信君） 起立全員です。 

  したがって、議案第30号、平成24年度川根本町温泉事業特別会計予算は、委員長報告のと

おり可決されました。 

  これから議案第31号、平成24年度川根本町いやしの里診療所事業特別会計予算について討

論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 討論なしと認めます。 

  これで討論は終わります。 

  これから議案第31号、平成24年度川根本町いやしの里診療所事業特別会計予算を採決しま

す。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案に対する委員長の報告は可決です。 

  議案第31号、平成24年度川根本町いやしの里診療所事業特別会計予算は委員長報告のとお

り決定をすることに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（板谷 信君） 起立全員です。 

  したがって、議案第31号、平成24年度川根本町いやしの里診療所事業特別会計予算は委員

長報告のとおり可決されました。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎日程第１１ 議案第３２号 工事請負契約の変更契約の締結について 

○議長（板谷 信君） 日程第11、議案第32号、工事請負契約の変更契約の締結についてを議

題とします。 

  本案について、町長から提案理由の説明を求めます。町長。 



－147－ 

○町長（佐藤公敏君） 議案第32号、工事請負契約の変更契約締結について、提案理由の説明

を申し上げます。 

  本案は、平成23年度林道施設災害復旧事業林道富沢線災害復旧工事の請負契約の変更契約

締結の議決を求めるものであります。 

  本工事につきましては、昨年12月14日、平成23年度第４回議会定例会により契約締結の議

決を得た工事について、その工事の内容を一部変更の上、その契約金額を384万7,200円増額

し、変更後契約金額6,159万7,200円で工事変更請負契約を締結しようとするものであります。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（板谷 信君） 説明が終わりました。 

  質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。10番、鈴木君。 

○１０番（鈴木多津枝君） 10番です。請負契約の締結の変更ではないんですけれども、この

工事について、一般質問で中野議員がされて、結局19日までしか仮橋が使えない、そして５

月のお茶どき前まで歩道は使えるわけですけれども、車道はできない、そういうことになっ

て、結局、富沢の人たちはまた孤立、歩道があるだけは今までよりもましかもしれませんけ

れども、生活に必要な車で渡ることができない状況になるわけです。もう少し早くこういう

工事を始めていれば、川の仮橋の撤去に間に合ったのかなと素人ながら考えます。なぜ発災

して３カ月ですか、12月だから。まで手がつけられなかったのか、その点を説明を求めます。 

○議長（板谷 信君） 建設課長。 

○建設課長（大石守廣君） 今回の林道富沢線の災害復旧工事でございますけれども、この工

事につきましては、県・国の林道災害の補助金をいただきましてやるということで計画をさ

せていただきました。そのためには、現場の調査、測量設計ということで約一月から一月半

ほど日数を要することになります。それからその後、国の現地査定というものを受けまして、

そこで復旧工法、また復旧金額が決定をいたします。それから工事の決定をいただくことに

なりますが、それが二月から三月かかるというスケジュールになります。 

  今回、大井川の仮設道路が20日以降使えなくなります。そして、復旧箇所の現場へ富沢の

皆さんは徒歩で歩いてもらうことになりますが、資材の運搬とか人の移動もそうですけれど

も、大変な面もございますので、自分の車は崎平側にあらかじめ出しておいていただきまし

て、被災現場から富沢集落への荷物の移動とか人の移動につきましては、町で車両をレンタ

ルいたしまして富沢地区に貸与させていただきました。きょう富沢地区に運んでいきました

が、軽トラ２台、それから軽のワゴン車１台、これを町でレンタルして使っていただくとい

うことで、させていただいております。 

  以上です。 

○議長（板谷 信君） 10番、鈴木君。 

○１０番（鈴木多津枝君） 先日、予算特別委員会で現地視察をさせていただきました。そし
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て、何て言うのかな、鉄の脚を、足場をつくって、その上に板を敷いて、重機がそこの上に

乗っていました、大きな重機が。そういうことを見ると、歩道のところをもう少し広げて車

も通れるように、あの上に板を、要するにちょっと丈夫な板を渡すというふうなことはでき

ないんでしょうか。 

○議長（板谷 信君） 建設課長。 

○建設課長（大石守廣君） この前、現地を視察していただきましたので、現場の状況、把握

をしていただいていると思いますけれども、現地ののり面でございますが、見てのとおり非

常にもろい土質でございます。今の状況で歩行者についても、本来はある程度の危険がござ

いますので通行にも十分安全を確認しながら歩いてもらうということになりますが、あのと

おりの土質で、現場、下で工事をやる方たちもちょっと危ないんじゃないかということも感

じているようですけれども、そこを無理にといいますか、工事をやっていただいております。 

  ですので、あそこののり面を重機を入れて車が通れるという幅に掘削して仮設道路をつく

るというのは非常に危険な面も考えられますので、それは私たち役場としては計画を控えさ

せていただきました。 

○議長（板谷 信君） ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 討論なしと認めます。 

  これで討論は終わります。 

  これから議案第32号、工事請負契約の変更契約の締結についてを採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案に賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（板谷 信君） 起立全員です。 

  したがって、議案第32号、工事請負契約の変更契約の締結については、原案のとおり可決

されました。 

  それでは、ここで暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 ３時３９分 

 

再開 午後 ４時０２分 

 



－149－ 

○議長（板谷 信君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎日程第１２ 議案第３３号 工事請負契約の締結について 

○議長（板谷 信君） 日程第12、議案第33号、工事請負契約の締結についてを議題とします。 

  本案について、町長から提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（佐藤公敏君） 議案第33号、工事請負契約の締結について、提案理由の説明を申し上

げます。 

  本案は、平成23年度林道施設災害復旧事業林道寺沢線災害復旧工事の請負契約の議決を求

めるものであります。 

  本工事につきましては、去る３月14日に８社をもって指名競争入札を実施いたしました。

その結果、株式会社梶山組が落札し、契約金額7,266万円で工事請負契約を締結しようとす

るものであります。 

  工期につきましては、議決の日の翌日から平成24年３月30日を予定しております。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（板谷 信君） 説明が終わりましたので質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

  10番、鈴木君。 

○１０番（鈴木多津枝君） 申し訳ありません。全協で今説明していただいたことですけれど

も、記録が残った方がいいと思いますので、８社の入札結果状況、それから入札予定価格に

ついて、もう一度教えてください。 

○議長（板谷 信君） 総務課長。 

○総務課長（柴田光章君） それでは、予定価格、それから入札の状況を報告いたします。 

  予定価格でございます。7,272万5,625円、消費税込みの金額でございます。 

  入札の状況でございます。友田組、第１回7,030万円、第２回6,960万円。徳山建設、１回

目7,080万円、２回目6,957万円。梶山組、１回目7,000万円、２回目6,950万円。藤原組、１

回目7,065万円、２回目6,965万円。柳澤組、１回目7,100万円、２回目6,970万円。神田組、

１回目7,100万円、２回目6,963万円。石切山建設、１回目7,130万円、２回目6,980万円。大

庭組、１回目7,150万円、２回目6,970万円。 

  この結果、２回行いまして予定価格に達しませんでしたので、 低価格でありました梶山

組と随意契約の方に移行しました。 終決定6,920万円ということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（板谷 信君） ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 
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○議長（板谷 信君） これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第33号、工事請負契約の締結についてを採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案に賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（板谷 信君） 起立全員です。 

  したがって、議案第33号、工事請負契約の締結については、原案のとおり可決されました。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎日程第１３ 議案第３４号 平成２３年度川根本町一般会計補正予算

             （第９号） 

○議長（板谷 信君） 日程第13、議案第34号、平成23年度川根本町一般会計補正予算、第９

号を議題とします。 

  本案について、町長から提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（佐藤公敏君） 議案第34号、平成23年度川根本町一般会計補正予算、第９号の概要に

ついて説明いたします。 

  第１表の歳入歳出予算補正につきましては、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ58万

1,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ59億6,439万円としたいというも

のであります。 

  今回の補正は、町議会議員の辞職に伴う補欠選挙費をお願いするものです。 

  それでは、事項別明細書により歳出から説明させていただきます。 

  事項別明細の一般５ページからごらんください。 

  第２款総務費、第５項選挙費は58万1,000円の増額です。これは、町議会議員補欠選挙に

係る報酬、手当、需用費等の経費です。選挙期日は４月15日ですが、23年度における諸準備

経費をお願いするものです。 

  続きまして、歳入について説明いたします。 

  事項別明細の一般４ページをごらんください。 

  第17款繰入金、第２項基金繰入金は58万1,000円の増額です。これは、選挙費の財源とし

て財政調整基金を繰り入れるものです。 
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  以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（板谷 信君） 説明が終わりました。 

  質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第34号、平成23年度川根本町一般会計補正予算、第９号を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案に賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（板谷 信君） 起立全員です。 

  したがって、議案第34号、平成23年度川根本町一般会計補正予算、第９号は、原案のとお

り可決されました。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎日程第１４ 議会運営委員会委員の選任 

○議長（板谷 信君） 日程第14、議会運営委員会委員の選任を行います。 

  この選任は、議員の辞職に伴い１名を選任するものです。 

  お諮りします。 

  議会運営委員会委員の選任については、委員会条例第７条第１項の規定によって中野暉君

を指名します。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議会運営委員会委員は中野暉君を選任することに決定しました。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 
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◎日程第１５ 駿遠学園管理組合議会議員の選挙 

○議長（板谷 信君） 日程第15、駿遠学園管理組合議会議員の選挙を行います。 

  この選挙は、駿遠学園管理組合議会議員の辞職に伴う補欠選挙です。１名の議員を選挙し

ます。 

  お諮りします。 

  選挙の方法については、地方自治法第118条第２項の規定によって指名推選にしたいと思

います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 異議なしと認めます。 

  したがって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。 

  お諮りします。 

  指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議長が指名することに決定しました。 

  駿遠学園管理組合議会議員に鈴木多津枝君を指名します。 

  お諮りします。 

  ただいま議長が指名しました鈴木多津枝君を駿遠学園管理組合議会議員の当選人と定める

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 異議なしと認めます。 

  したがって、ただいま指名しました鈴木多津枝君が駿遠学園管理組合議会議員に当選され

ました。 

  ただいま駿遠学園管理組合議会議員に当選された鈴木多津枝君が議場におられます。会議

規則第33条第２項の規定によって当選の告知をします。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎日程第１６ 川根地区広域施設組合議会議員の選挙 

○議長（板谷 信君） 日程第16、川根地区広域施設組合議会議員の選挙を行います。 

  この選挙は、川根地区広域施設組合議会議員の辞職に伴う補欠選挙です。２名の議員を選

挙します。 

  お諮りします。 
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  選挙の方法については、地方自治法第118条第２項の規定によって指名推選にしたいと思

います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 異議なしと認めます。 

  したがって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。 

  お諮りします。 

  指名の方法については、議長が指名することにしたいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議長が指名することに決定しました。 

  川根地区広域施設組合議会議員に山本信之君、髙畑雅一君を指名します。 

  お諮りします。 

  ただいま議長が指名しました山本信之君、髙畑雅一君を川根地区広域施設組合議会議員の

当選人と定めることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 異議なしと認めます。 

  したがって、ただいま指名しました山本信之君、髙畑雅一君が川根地区広域施設組合議会

議員に当選されました。 

  ただいま川根地区広域施設組合議会議員に当選された山本信之君、髙畑雅一君が議場にお

られます。会議規則第33条第２項の規定によって当選の告知をします。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎日程第１７ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

○議長（板谷 信君） 日程第17、議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件を議題としま

す。 

  議会運営委員長から、会議規則第75条の規定によって、お手元にお配りしました本会議の

会期日程等議会の運営に関する事項について、閉会中の継続調査の申し出があります。 

  お諮りします。 

  委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 異議なしと認めます。 

  したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 



－154－ 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎日程第１８ 常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

○議長（板谷 信君） 日程第18、常任委員会の閉会中の所管事務調査の件を議題とします。 

  常任委員長から、所管事務のうち会議規則第75条の規定によってお手元に配りました所管

事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出があります。 

  お諮りします。 

  委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（板谷 信君） 異議なしと認めます。 

  したがって、委員長から申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

─────────────────────―  ◇  ───────────────────── 

 

◎閉  会 

○議長（板谷 信君） 以上で本日の日程は全部終了しました。 

  会議を閉じます。 

  これをもちまして、平成24年第１回川根本町議会定例会を閉会します。 

  御苦労さまでした。 

 

閉会 午後 ４時１４分 

 


